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大
都
市
構
造
の
変
化
と
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ

エ
リ
ア

Jll 

ム、
口

隆

男

付
は
し
が
き

白
大
都
市
の
構
造
変
化
と
都
市
問
題
の
再
検
討

日
開
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
に
お
け
る
諸
変
化

帥
社
会
過
程
と
し
て
の
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題

伺
要
約
と
課
題付

』ま

し

が

き

都
市
は
、
他
の
地
域
社
会
と
同
様
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
生
活
内
容
、
生
活
様
式
や
歴
史
、
民
俗
等
を
交
錯
さ
せ
包
絡
し
て
き
た
共
同
的

な
生
活
空
間
で
あ
る
。
大
都
市
、
巨
大
都
市
は
そ
の
一
つ
の
大
き
な
共
同
的
生
活
空
間
で
あ
り
、
「
現
実
生
活
の
計
画
的
正
確
性
」
「
内

的
外
的
自
由
」
や
「
匿
名
性
」
「
相
互
自
制
と
相
互
無
関
心
」

(1
) 

は
巨
大
な
歴
史
的
構
成
物
の
一
つ
と
し
て
現
わ
れ
る
」

な
ど
都
市
の
人
々
の
心
的
傾
向
と
相
互
に
結
び
つ
い
て
お
り
、

「
大
都
市

の
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
や
近
隣
、
住
居
や
職
場
、
盛
り
場
等
を
め
ぐ
る
日
常
的
生
活
関
係
や
心
的
な
存
在
、
パ
ー
ス
ベ
ク
テ
ィ
プ
の
発
達
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を
繰
り
広
げ
る
共
同
的
な
生
活
空
間
と
し
て
の
大
都
市
も
、
社
会
成
層
構
造
の
歴
史
形
態
を
媒
介
し
つ
つ
、
人
口
構
造
、
家
族
・
親
族



構
造
、
政
治
経
済
構
造
、
法
制
、
宗
教
等
に
相
互
関
連
的
に
支
え
ら
れ
た
全
体
社
会
の
中
の
歴
史
的
文
化
的
構
成
物
・
歴
史
的
形
象
で

あ
る
。
今
日
、

一
面
で
（
都
市
化
傾
向
や
都
市
的
生
活
様
式
を
強
調
す
る
あ
ま
り
に
）
、
都
市
化
社
会
や
都
市
的
社
会
と
い
わ
れ
る
状
況
に
お
102 

い
て
、
大
都
市
構
造
自
体
の
内
部
的
変
化
、
そ
し
て
大
都
市
の
常
設
大
劇
場
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
劇
場
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
諸
相
に
も
っ
と
眼
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
大
都
市
の
衰
退
や
再
生
を
見
出
し
と
し
て
掲
げ
る
よ
り
も
、
本
論
で

は
大
都
市
構
造
と
地
域
住
民
生
活
の
変
化
に
つ
い
て
、
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
大
都
市
内
部
地
区
（
Z
ー
ロ
母

の
諸
変
化
に
焦
点
を
あ
て
て
、
「
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
」
を
一
つ
の
方
法
的
仮
説
と
し
て
究
明
し
て
い
く
こ
と
が
ね
ら

丘
一
『
一
可

m
wコ
巡
回
）

い
で
あ
る

イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
は
、

一
九
六
0
年
代
に
一
部
の
先
進
産
業
社
会
に
端
を
発
し
て
い
る
と
は
い
え
、
現
実
的

要
請
も
あ
り
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
に
至
る
の
は
一
九
七0
年
代
後
半
以
降
で
歴
史
も
浅
く
、
わ
が
国
を
含
め
て
内
外
共
に
実
証
的
に

も
理
論
的
に
も
い
ま
だ
充
分
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
い
い
が
た
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
都
市
行
政
・
都
市
計
画
、
経
済
学
、

経
済
地
理
学
、
都
市
工
学
や
建
築
学
、
社
会
福
祉
事
業
、
犯
罪
学
等
か
ら
の
接
近
を
中
心
に
し
て
お
り
、
社
会
学
か
ら
の
研
究
は
比
較

的
に
乏
し
い
。
大
都
市
構
造
や
都
市
問
題
、

イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
等
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
の
学
問
分
野
や
視
点
か
ら
考
察
し
て
い

く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、
要
請
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
わ
が
国
の
場
合
、
特
に
第
二
次
大
戦
中
の
空
襲
等
に
よ
っ
て
多
く
の
大
都

市
が
焼
土
と
化
し
た
こ
と
、
外
国
の
場
合
程
に
人
種
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
な
い
こ
と
、
人
口
密
度
が
高
い
こ
と
、
中
小
零
細
企
業
の
活

力
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

わ
が
国
全
体
と
し
て
は
経
済
情
勢
が
比
較
的
順
調
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
問

題
等
が
相
対
し
て
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
、
産
業
構
造
の
転
換
に
し
ろ
、
都
市
化
・
高
齢
化
・
生
活
や
環
境
の
質
的
な
変
化
に
し

ろ
、
極
め
て
急
速
に
進
行
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
諸
変
化
は
決
し
て
一
様
で
は
な
く
、
個
々
の
具
体
的
な
地
域
の
人
々
の
間
で
異
な
っ

て
現
出
し
、
凝
縮
し
て
さ
ま
ざ
ま
の
社
会
問
題
、
生
活
問
題
を
引
き
起
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
先
進
産
業
社
会
に
共
通
す
る
課



題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
共
通
性
と
共
に
、
わ
が
国
の
固
有
の
特
徴
や
問
題
点
、
課
題
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

大
都
市
内
部
の
貧
困
問
題
や
社
会
問
題
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
研
究
と
し
て
は
、
周
知
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
C

・
ブ
l
ス
の
研
究
や
ア

メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
派
の
研
究
等
の
影
響
は
大
で
あ
り
、
ま
た
我
が
国
で
も
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
つ
つ
横
山
源
之
助
の
下
層
社
会
調

査
、
高
野
岩
三
郎
等
の
「
月
島
調
査
」
、
大
阪
市
・
京
都
市
・
東
京
市
等
の
行
政
に
よ
る
諸
調
査
な
ど
の
実
証
的
な
調
査
研
究
が
行
わ

れ
た
一
方
、
奥
井
復
太
郎
、
鈴
木
栄
太
郎
、
有
賀
喜
左
衛
門
、
磯
村
英
一
、
矢
崎
武
夫
等
々
の
す
ぐ
れ
た
理
論
的
実
証
的
研
究
が
展
開

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
都
市
研
究
と
筆
者
が
関
心
を
も
ち
続
け
て
き
た
社
会
成
層
構
造
や
社
会
移
動
の
研
究
の
接
点
と

イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
具
体
的
な
対
象
地
域
と
し
て
念
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

し
て
、

る
の
は
、
「
大
都
市
に
お
け
る
社
会
移
動
と
地
域
生
活
の
変
化
」
の
テ
l
マ
の
も
と
に
共
同
研
究
と
し
て
進
め
て
き
た
研
究
の
対
象
地

域
、
巨
大
都
市
東
京
の
都
心
地
区
お
よ
び
内
部
地
区
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
で
は
広
く
わ
が
国
大
都
市
の
内
部
地
域
の
構
造
の
変
化

に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
同
大
都
市
の
構
造
変
化
と
都
市
問
題
の
再
検
討
、
同
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
に
お
け
る
諸

変
化
、
制
社
会
過
程
と
し
て
の
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
、
の
順
で
論
及
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（1
）
G

・
ジ
ン
メ
ル
（
松
本
通
晴
訳
）
「
大
都
市
の
心
的
生
活
」
（

g
o
c
g
P
5
2
0
5

門
戸
仏g
C
0
2
2
巴
各
自
p
p

マ
z
n
F
e
可

P
宮
崎
町q
z
ミ
・
同
・
巴8
・
）
、
鈴

木
広
訳
編
『
都
市
化
の
社
会
学
』
所
収
、
誠
信
書
一
局
、
一
九
六
五
年
、
一
一
一
一
頁
。
ま
た
、
同
じ
論
文
の
訳
が
居
安
正
訳
「
大
都
市
と
精
神
生
活
」
の
題
で
な
さ
れ
て

い
る
（
『
ジ
ン
メ
ル
著
作
集
、
第
十
二
巻
、
橋
と
扉
』
所
収
、
白
水
社
、
一
九
七
六
年
）
。

（2

）
拙
稿
「
社
会
調
査
方
法
史
に
つ
い
て1
近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
調
査
方
法
の
模
索
と
「
月
島
調
査
」
l

」
『
法
学
研
究
』
第
五
三
巻
九
号
、
一
九
八
O
年
、
同
「
戦

後
日
本
の
社
会
移
動
研
究
ー
そ
の
展
開
と
諸
問
題
に
つ
い
て
｜
」
『
法
学
研
究
』
第
五
四
巻
六
号
、
一
九
八
一
年
、
同
「
「
月
島
調
査
」
再
考
察
付
白

l

わ
が
国
近
代
都

市
労
働
者
生
活
の
形
成
と
「
月
島
調
査
」
｜
」
『
法
学
研
究
』
第
五
四
巻
八
号
・
九
号
、
一
九
八
一
年
。

（3

）
共
同
研
究
と
し
て
研
究
課
題
「
大
都
市
に
お
け
る
社
会
移
動
と
地
域
生
活
構
造
の
変
化
」
の
も
と
に
昭
和
五
五
年
度
、
五
六
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る

補
助
金
総
合
研
究
ω

（
課
題
番
号
五
三
一O
二
二
）
を
受
け
て
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
中
間
的
な
研
究
報
告
の
一
部
と
し
て
地
域
生
活
研
究
会
編
『
大
都
市
に
お

け
る
社
会
移
動
と
地
域
生
活
の
変
化
』
（
涯
史
研
究
編
）
、
（
社
会
調
査
編
）
の
二
報
告
書
が
あ
る
（
一
九
八
二
年
三
月
）
。
社
会
調
査
編
は
、
人
口
構
造
の
変
化
、
産
業

103 



構
造
の
変
化
、
都
市
生
活
環
境
の
変
化
、
工
場
規
制
と
都
市
再
開
発
、
大
都
市
地
域
構
成
の
多
核
化
と
再
編
等
に
み
る
如
く
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
を
経
て
大
都
市
構

造
（
巨
大
都
市
構
造
）
の
新
た
な
変
動
過
程
の
も
と
に
お
け
る
都
心
地
区
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
区
・
内
部
地
区
の
住
民
生
活
の
変
化
に
関
す
る
現
地
調
査
に
基
づ
い
て

い
る
。
調
査
は
、
東
京
都
中
央
区
月
島
地
区
の
五
地
区
（
佃
一
丁
目
、
佃
二
丁
目
、
月
島
三
丁
目
、
勝
ど
き
一
丁
目
、
晴
海
一
丁
目
）
の
世
帯
主
を
対
象
に
し
た
抽
出

調
査
で
、
国
勢
調
査
の
実
施
さ
れ
た
の
と
同
じ
年
の
昭
和
五
五
年
一
二
月
に
現
地
調
査
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
論
も
こ
の
共
同
研
究
の
延
長
線
上
に
あ
る
。 104 

tコ

大
都
市
の
構
造
変
化
と
都
市
問
題
の
再
検
討

都
市
研
究
は
大
都
市
が
社
会
的
歴
史
的
形
象
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
歴
史
的
に
生
起
し
現
実
的
に
関
わ
れ
る
都
市
問
題
と
の
か

か
わ
り
の
も
と
で
試
み
ら
れ
展
望
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

、
、
，
，

・

1
A

，
，s
、
、

社
会
問
題
と
し
て
の
都
市
問
題

都
市
問
題
を
一
般
的
に
み
て
い
け
ば
、
過
密
・
過
住
、
貧
困
、
雇
用
不
安
や
失
業
、
犯
罪
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
、
交
通
問
題
等
々
の

数
多
く
の
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
広
い
意
味
で
の
社
会
問
題
と
し
て
捉
え
る
と
、
都
市
そ
の
も
の

が
歴
史
的
社
会
的
形
象
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
社
会
問
題
、
都
市
問
題
も
わ
れ
わ
れ
自
ら
の
歴
史
的
社
会
的
関
心
と
結
び
つ
け
ら
れ
て

把
握
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
都
市
問
題
の
内
容
や
位
置
づ
け
も
社
会
的
歴
史
的
に
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
、
問
題

状
況
に
対
す
る
理
論
上
の
基
本
的
視
座
の
相
異
、
例
え
ば

ω
合
意
・
構
造
H

機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
5
0
8

ロ
窓
口
由5
8

仏
E
B
a
g
s

－
’

2
5
S
8
9
－
o
句
。g
p
o
v
g）
、
ω
闘
争
・
疎
外
ア
プ
ロ
ー
チ
（
件
目HO
S
E
E
S

巴
g
巳
5
8

官
g
o
F
g
）
、
ω
象
徴
的
相
互
作
用
主
義
、
ニi:.

ス
メ
ソ
ド
ロ
ジ

l

（
由
匂
g
g
ロ
o
z
z
g
n
s
。
巳
回
目
伊
豆
0
5
5
5
0
H｝H
a
己
認
可
）
、
同
新
保
守
主
義
（
ロ
8
8
5
0
3
9
2
m
g）
等
に
よ
っ
て
も
そ
の

理
解
と
接
近
を
異
に
す
（
犯
。
わ
れ
わ
れ
は
、
具
体
的
な
問
題
状
況
へ
の
接
近
と
同
時
に
、
歴
史
的
な
変
動
過
程
と
理
論
的
パ

I
ス
ベ
ク

テ
ィ
ブ
の
競
合
状
況
の
も
と
で
、
従
来
の
理
論
的
視
座
そ
の
も
の
を
も
地
平
化
す
る
試
み
も
必
要
で
あ
ろ
う
。



そ
れ
ら
の
問
題
関
心
は
、
わ
れ
わ
れ
が
社
会
生
活
を
め
ぐ
っ
て
い
だ
く
、
い
わ
ば
「
か
く
あ
る
べ
し
と
い
う
理
想
」
と
「
か
く
あ
る

現
実
」
と
の
聞
の
ズ
レ
を
意
識
化
し
対
象
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
く
。
社
会
問
題
を
構
成
し
て
い
る
基
本
的
要
素

は
広
い
範
囲
の
人
び
と
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
社
会
的
標
準
と
現
実
の
社
会
生
活
と
の
実
質
的
な
食
い
違
い
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
い
う
、
社
会
的
標
準
や
現
実
は
、
固
定
的
、
機
能
的
な
標
準
や
逸
脱
、
病
理
、
心
理
的
不
満
な
ど
と
余
り
に
限
定
し

て
捉
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
で
形
成
的
、
過
程
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
問
題
化
と
い
う
状
況
で

捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
ズ
レ
や
食
い
違
い
は
、
次
第
に
顕
在
化
し
つ
つ
も
多
く
は
む
し
ろ
潜
在
化
し
て
お
り
、
問
題
を
知
覚
し
始

め
る
人
々
は
、
あ
る
特
定
の
問
題
に
対
処
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
や
専
門
家
、
学
者
等
で
あ
る
よ
り
も
、
そ
の
ズ
レ
や
食
い
違
い
の
状
況

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

に
現
実
に
差
別
的
に
強
い
ら
れ
そ
の
問
題
状
況
に
共
感
し
て
い
く
人
々
で
あ
ろ
う
。
都
市
問
題
は
歴
史
的
な
社
会
問
題
で
あ
る
と
い
う

観
点
か
ら
絶
え
ず
新
た
に
問
い
返
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
磯
村
英
一
が
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
付
「
都
市
は
人
間
の
つ
く

る
空
間
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て

O

「
都
市
に
は
人
間
の
生
活
の
構
造
」
を
つ
く
り
出
し
つ
つ
、
同
時
に
人
間
自
ら
が
そ
の
都
市
生

(3
) 

活
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
H
W
「
都
市
生
活
へ
の
危
機
」
を
も
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。

、
、
．
，
，

.,
E& 

・
l

，
，a
‘
、

都
市
問
題
の
諸
相

都
市
問
題
を
そ
う
し
た
歴
史
的
観
点
か
ら
考
察
し
た
場
合
に
、
i

「
古
典
的
な
都
市
問
題
」
と
日
「
現
代
的
な
都
市
問
題
」
と
に
大
き

く
分
け
て
捉
え
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
倉
沢
進
に
従
う
と
、
i

「
古
典
的
な
都
市
問
題
」
は
、
衛
生
問
題
、
貧
困
、
災
害
、
犯
罪

と
少
年
非
行
、
売
春
、
家
族
解
体
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
精
神
分
裂
等
々
の
物
理
的
お
よ
び
社
会
的
な
都
市
問
題
が
下
層
や
労
働
者
階
級

の
多
く
住
む
特
定
の
地
区
、

ス
ラ
ム
地
区
に
集
中
し
、
関
連
す
る
諸
要
因
が
ス
ラ
ム
地
区
を
中
心
に
集
積
と
悪
循
環
を
つ
く
り
、
都
市
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問
題
は
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
学
派
の
都
市
社
会
学
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
「
都
市
的
生
活
様
式
に
対
す
る
不
適
応
の
問
題
」
と
し
て
位
置



づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
H
H

「
現
代
的
な
都
市
問
題
」
は
、
交
通
問
題
、
公
害
問
題
、
環
境
問
題
、
資
源
問
題
の
よ
う
に
全
体
的
な

都
市
の
機
能
障
害
、
広
範
な
中
流
階
層
を
含
ん
だ
全
都
市
住
民
に
か
か
わ
る
都
市
問
題
、
都
市
的
生
活
様
式
と
し
て
の
地
域
社
会
の
自

律
的
な
問
題
処
理
能
力
の
低
下
等
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
「
成
熟
化
段
階
に
お
け
る
都
市
問
題
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
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倉
沢
に
よ
る
都
市
問
題
へ
の
接
近
は
、
都
市
的
生
活
様
式
論
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
を
軸
に
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、

「
都
市
的
生
活
様
式
」
と
は
、
通
常
想
定
さ
れ
る
如
く
の
都
会
的
な
生
活
の
様
式
や
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、
問
題
処
理
シ
ス
テ
ム
の
様

式
と
し
て
定
義
さ
れ
、
①
「
解
決
さ
れ
る
べ
き
生
活
上
の
諸
問
題
の
自
家
処
理
能
力
の
低
さ
」
、
②
「
専
門
機
関
の
専
業
的
な
問
題
処
理

(5
) 

シ
ス
テ
ム
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
都
市
的
生
活
様
式
の
深
化
と
拡
大
と
し
て
現
代
的
都
市
問
題

が
捉
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
動
き
に
対
応
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
、
そ
し
て
、
地
域
社
会
の
問
題
処
理
能
力
の
再
活
性
化
と
い
う
戦
略
的

視
座
か
ら
の
都
市
的
生
活
様
式
論
と
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
座
は
多
分
に
構
造
H

機
能
主
義
的
な
色
彩
や
射
程
を

色
濃
く
も
つ
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
問
題
解
決
過
程
（
5
0

胃
2
0
混
乱
官
。

E
g
g

－i
ロ
也
、
緊
張
処
理
体
系
（25
号
己
g
a
z

富
山
2
M
E
g
a
g
g
c、
機
能
障
害

や
問
題
処
理
能
力
の
側
面
か
ら
都
市
問
題
を
検
討
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
し
て
も
、
先
の
論
理
の
中
で
は
問
題
処
理
シ
ス
テ
ム
の
様
式

と
し
て
の
都
市
的
生
活
様
式
の
変
化
が
結
果
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
何
故
に
変
化
し
て
き
た
の
か
と
い
う
原
因
や
背

景
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
側
面
だ
け
で
は
都
市
問
題
の
歴
史
的
で
社
会
的
な
特
徴
や
動
態
に
つ
い
て
の
よ
り
全
体
的

な
検
討
に
は
な
ら
な
い
。
大
都
市
、
巨
大
都
市
の
構
造
的
な
変
化
、
そ
こ
に
お
け
る
都
市
問
題
の
特
徴
や
諸
相
、
潜
在
的
・
顕
在
的
な

都
市
問
題
形
成
の
構
造
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
そ
の
も
の
に
も
眼
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
度
成
長
期
を
通
じ
て
の
大
都
市
構
造
の
変
化
や
都
市
問
題
形
成
の
構
造
と
動
態
等
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
特
に
都
市
社
会
学
や
地

域
社
会
論
に
お
い
て
は
い
ま
だ
充
分
深
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、
都
市
経
済
論
、
産
業
組
織
論
、
財
政
論
、
都
市
行



政
論
、
現
場
の
都
市
計
画
・
建
築
や
都
市
行
政
の
関
係
者
そ
し
て
、
現
実
の
地
域
住
民
の
方
が
こ
う
し
た
側
面
に
多
く
の
注
意
を
向
け

て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
宮
本
憲
一
は
財
政
論
、
地
域
経
済
論
の
立
場
か
ら
現
代
の
都
市
問
題
を
「
集
積
不
利
益
と
都
市
的
生
活

(6
) 

様
式
の
破
綻
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

こ
の
定
義
に
よ
る
接
近
は
、
都
市
問
題
形
成
に
つ
い
て
政
治
経
済
過
程
を
重
視
し
た
政
治
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
い
え

る
。
都
市
問
題
の
歴
史
的
社
会
的
な
特
徴
に
つ
い
て
の
考
察
と
い
う
関
心
に
照
ら
せ
ば
、
都
市
化
・
工
業
化
に
お
け
る
企
業
の
集
積
利

益
の
追
求
と
市
民
の
共
同
消
費
の
質
的
量
的
不
足
等
と
に
よ
る
都
市
問
題
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
側
面
と
、
従
来
主
と
し
て
都
市
社
会
学

の
中
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
、
集
団
論
を
軸
と
し
た
「
結
節
機
関
」
や
「
統
合
機
関
」
と
し
て
の
都
市
構
造
論
、
都
市
化
社
会
論
、
前
出

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア (JI I合）

の
「
都
市
的
生
活
様
式
論
」
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
等
と
が
相
互
に
媒
介
さ
れ
て
考
察
さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
相
互
媒
介
の
試

み
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
領
域
と
方
法
等
に
お
い
て
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
い
ま
だ
研
究
蓄
積
の
乏
し
い
問
題
領
域
で
は
あ
る

が
、
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
に
限
定
し
て
、
大
都
市
に
生
活
す
る
地
域
住
民
の
生
活
の
構
造
や
生
活
史
の
考
察
を
意
図
し
て
、
社
会
成

層
論
、
社
会
移
動
論
、
生
活
構
造
論
を
軸
に
し
て
接
近
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
大
都
市
の
巨
大
化
、
拡
大
過
程
の
も
と
で
、

大
都
市
内
部
の
諸
地
域
に
よ
っ
て
都
市
問
題
も
異
な
る
様
相
を
提
起
し
て
き
て
い
る
。
現
代
大
都
市
の
成
熟
化
と
衰
退
化
と
の
い
ず
れ

か
を
判
断
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
大
都
市
構
造
の
変
化
と
そ
の
過
程
で
生
起
す
る
都
市
問
題
を
見
据

え
そ
れ
ら
と
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
」
は
、
自
然
破
壊
、
過
疎
、
公
害
・
災
害
、
戦
争
等

に
よ
る
他
の
生
活
破
壊
の
諸
問
題
と
同
様
に
、
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
大
き
な
挑
戦
で
あ
る
。

、
、E
，
F

・

I
・
－
・
l

r
’
E
、
、

イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題
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従
来
の
古
典
的
な
貧
困
、
衛
生
問
題
、

ス
ラ
ム
等
の
都
市
問
題
は
産
業
社
会
の
成
長
過
程
、
大
都
市
の
拡
大
過
程
、
過
度
の
集
中
・



集
積
に
対
す
る
対
応
過
程
、

の
も
と
で
か
な
り
改
善
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
都
市
機
能
の
分
散
化
や
再
機
能
化
、
人
口
の
郊
外
化
、
都
市

化
社
会
へ
の
動
き
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
き
、
郊
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ニ
ュ
i
タ
ウ
ン
建
設
、
高
層
集
合
住
宅
団
地
居
住
と
地
域
社
108 

会
、
企
業
進
出
等
、
の
諸
問
題
が
焦
点
に
な
っ
て
い
っ
た
。
事
実
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
研
究
も
数
多
く
積
み
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
動
き
の
裏
面
で
、
大
都
市
に
お
い
て
、
そ
し
て
、
旧
来
の
地
方
の
中
小
都
市
に
お
い
て
も
人
口
の
ド
ー
ナ
ツ

化
現
象
や
地
場
産
業
都
市
や
伝
統
産
業
都
市
の
衰
退
、
都
市
の
財
政
危
機
等
に
象
徴
さ
れ
る
形
で
都
市
中
心
部
、
内
部
に
新
た
な
諸
変

化
が
生
起
し
問
題
化
し
て
き
で
い
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
一
九
六

0
年
代
に
入
っ
て
イ
ギ
リ
ス
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
ア
メ
リ
カ
等
に
お

い
て
、
そ
し
て
最
近
で
は
わ
が
国
に
お
い
て
も
中
心
都
市
、
工
業
都
市
の
変
化
に
注
目
し
研
究
も
漸
く
次
第
に
蓄
積
さ
れ
始
め
て
き
て

お
り
、
社
会
福
祉
、
環
境
行
政
、
再
開
発
計
画
等
の
都
市
政
策
と
し
て
も
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ

問
題
」
（
日52
0

日
号
官
。
z
o
呂
田
）
、
「
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
問
題
」
（
日

5
0
吋
号

g

聞
き
Z
。H
g
）
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

一
九
六
0
年
代
に
す
で
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
実
践
経
験
の
影
響
も
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
イ
ン

ナ
l

シ
テ
ィ
計
画
や
実
践
、
調
査
研
究
等
を
進
め
て
い
た
が
、

一
九
七
0
年
代
初
頭
か
ら
の
ロ
ン
ド
ン
、
パ
l

ミ
ン
ガ
ム
、
リ
パ
プ
l

ル
等
々
の
調
査
を
踏
ま
え
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
公
け
に
し
た
白
書
で
あ
る
環
境
省
編
「
イ
ン
ナ
i

シ
テ
ィ
政
策
」
6
8
号
g
o
E
a
s
o

円
ロi
g
ロ
g
o
ロ
グ
H
V。
】
山
口
句
、
時
。
『

5
0
H
ロ
ロ
⑦
吋
s
t
g
－
P
5
5
3

・
8
E
足
。
∞
品
目
）
）
に
よ
る
と
、
都
市
中
心
部
の
周
辺
に
位
置
す
る
内
部
地
区

で
の
「
内
部
地
区
問
題
は
、
英
国
の
多
く
の
古
い
町
に
み
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
主
要
都
市
に
お
い
て
事
態
は
最
も
深
刻
で
あ

る
。
小
都
市
や
古
く
か
ら
の
工
業
地
帯
に
お
い
て
も
、
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
産
業
の
表
退
、
劣
悪
な
住
宅
、
雇
用
不
足
、
社
会
問
題

の
発
生
が
み
ら
れ
る
。
戦
前
戦
後
に
か
け
て
取
得
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
の
所
有
地
に
お
い
て
も
衰
退
現
象
が
み
ら
れ
る
。
時
に
は
大

都
市
の
外
縁
部
に
も
そ
れ
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
都
市
の
衰
退
は
、
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
発
生
し
よ
う
と
も
、
こ
れ
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
大
都
市
の
内
部
地
区
は
特
に
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な



、
（8
）

ら
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
問
題
は
よ
り
大
規
模
か
つ
深
刻
で
あ
り
司
ま
た
人
口
や
雇
用
が
減
少
し
て
い
く
速
度
も
激
し
い
か
ら
で
あ
る
」

（
傍
点
筆
者
）
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
イ
ン
ナ
i
シ
テ
ィ
問
題
と
は
「
経
済
基
盤
の
低
下
」
、
「
建
造
物
の
老
朽
化
」
、
「
社
会
問

題
」
（
社
会
病
理
、
教
育
問
題
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
減
退
、
近
隣
施
設
の
劣
悪
さ
、
犯
罪
や
暴
力
の
発
生
等
）
、
「
少
数
民
族
」
な
ど
の
問
題
が

複
合
し
て
あ
る
地
域
的
範
域
に
集
約
さ
れ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
状
況
を
さ
し
て
い
る
。
こ
の
白
書
に
展
開
さ
れ
た
イ
ン
ナ
i
シ
テ
ィ
問

題
の
認
識
は
、
従
来
の
移
民
、
外
国
人
労
働
、
住
居
、
失
業
、
教
育
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
等
を
め
ぐ
っ
て
特
定
地
域
対
象
に
対
す
る
個
別

の
多
少
と
も
排
他
的
な
認
識
や
行
政
機
関
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
経
済
問
題
や
経
済
活
性
化
を
重
点
に
し
て
全
体

的
統
一
的
な
接
近
、
行
政
機
関
の
統
合
調
整
と
分
権
化
、
市
民
参
加
を
方
向
づ
け
よ
う
と
し
た
転
換
点
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ギ

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

一
九
七
八
年
に
「
都
市
内
部
地
区
法
」
（
3
0
H
5
2
p
g

ロ
〉

2
8

リ
ス
で
は
、
白
書
等
に
み
る
一
連
の
研
究
、
実
際
を
踏
ま
え
て
、

(9
) 

〉
ろ
が
制
定
実
施
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
イ
ン
ナ
i
シ
テ
ィ
問
題
は
、
新
た
な
産
業
上
の
、
都
市
的
な
諸
変
化
を
反
映
し
て
い
る

と
い
う
点
で
は
間
違
い
な
く
現
代
的
な
都
市
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
古
典
的
な
都
市
問
題
の
特
徴
を
も
も
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

「
：
：
：
経
済
的
衰
退
、
社
会
的
差
別
、
環
境
悪
化
が
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
の
問
題
の
三
つ
の
側
面
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
歴
史
的

遺
産
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
た
な
か
た
ち
で
つ
ね
に
問
題
が
再
生
産
さ
れ
る
と
い
う
性
格
を
帯
び
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
。

イ
ン
ナ
I

シ
テ
ィ
問
題
は
、
地
域
住
民
の
生
活
構
造
の
脈
絡
で
と
ら
え
直
す
と
、
人
口
流
出
、
工
場
、
企
業
な
ど
の
産
業
移
転
、
産

業
構
造
の
変
化
、
経
済
停
滞
等
に
よ
る
経
済
基
盤
の
低
下
、
不
安
定
就
労
、
雇
用
不
足
、
老
朽
住
宅
、
娯
楽
等
の
生
活
資
源
の
悪
化
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
低
下
等
、

の
一
連
の
諸
要
因
が
累
積
し
悪
循
環
的
な
構
造
化

剥
奪
、
生
活
環
境
悪
化
、

が
あ
る
地
域
的
範
囲
に
お
い
て
進
み
つ
つ
あ
り
、
そ
の
地
域
住
民
が
、
他
の
地
域
の
人
々
に
比
し
て
、
全
体
的
な
、
一
定
水
準
の
生
活
を

営
む
う
え
で
困
難
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
い
え
る
。
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
問
題
の
あ
ら
わ
れ
方
は
、

一
様
で
は
な
い
。
全
て
の
要
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困
、
問
題
状
況
が
同
時
的
に
起
り
顕
在
化
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
経
済
基
盤
の
低
下
が
そ
れ
程
み
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
急
速
な
人
口



流
出
が
生
活
環
境
悪
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
次
第
に
全
体
と
し
て
そ
の
地
域
社
会
の
衰
退
に
つ
ら
な
っ
て
い110 

く
と
い
う
悪
循
環
構
造
を
形
成
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
交
通
混
雑
、
日
照
、
公
害
、
都
市
施
設
等
の
生
活
環
境
悪
化
が
人
口
流
出
、
経

済
基
盤
低
下
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
低
下
等
を
招
き
が
ち
で
あ
る
。
従
っ
て
、
顕
在
化
し
て
い
る
問
題
状
況
だ
け
で
は
、
そ
こ
に
は
イ

γ
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題
が
起
っ
て
い
な
い
、
起
ら
な
い
だ
ろ
う
と
は
断
定
で
き
な
い
。
極
め
て
巨
視
的
に
み
て
大
都
市
の
環
境
変
化
に
対

応
し
た
適
応
過
程
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
し
て
も
、
内
部
地
区
住
民
に
と
っ
て
は
大
き
な
生
活
変
動
で
あ
り
生
活
剥
奪
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
の
地
域
的
範
域
は
、
必
ず
し
も
具
体
的
に
固
定
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
問
題
状
況
に
よ
っ
て
は
、
都
市
中
心
部
の
都
心
周
辺
地
区
を
拡
大
侵
食
し
た
り
縮
小
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
し
、
外

周
部
に
現
わ
れ
た
り
も
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
い
う
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
地
区
、
都
市
内
部
地
区
と
は
、
都
市
外

周
の
周
辺
郊
外
地
区
と
都
心
の
都
心
業
務
地
区
（
C
S
可
巳
出

g
z
g

盟
国
E
a
w
c
回
口
）
と
の
聞
に
位
置
す
る
既
成
市
街
地
に
あ
た
る
内

部
地
区
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ
カ
ゴ
学
派
のE
・

w
・
パ
l

ジ
ェ
ス
（
回
・
当
－
E
一
括g
a
）
の
同
心
円
構
造
の
仮
説
に
照
ら
し
て
位
置

づ
け
れ
ば
、
第
一
ゾ
i
ン
・
都
心
地
区
、
第
二
ゾ
l

ン
・
推
移
（
選
移
）
地
帯
、
第
三
ゾl
y

・
労
働
者
住
宅
地
帯
、
第
四
ゾ
l
y

・
住

宅
専
用
地
帯
、
第
五
ゾ
l
ン
、
通
勤
者
地
帯
の
う
ち
、
ほ
ぼ
第
二
ゾ
l
ン
・
工
場
地
帯
を
含
ん
だ
推
移
地
帯
、
第
三
ゾ
i
ン
・
労
働
者

住
宅
地
帯
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
都
心
地
区
（
C
E
）
）
を
除
い
た
既
成
市
街
地
内
の
内
環
部
地
域
、
イ
γ
ナ
l

シ
テ

ィ
問
題
が
起
っ
て
い
る
地
域
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
都
市
、
都
市
は
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
形
成
、
市
街
地
形
成
の
歴
史
を
も
っ
て

お
り
、
イ
ン
ナ
i

シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
を
一
様
に
同
心
円
仮
説
的
に
設
定
す
る
必
然
は
ど
こ
に
も
な
い
の
で
あ
る
。
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
・

エ
リ
ア
の
地
域
的
範
域
の
具
体
的
な
確
定
を
め
ぐ
っ
て
、
①
統
計
行
政
上
の
区
域
、
②
行
政
計
画
区
域
の
策
定
、
③
検
索
的
、
操
作
的

指
標
に
よ
る
区
域
設
定
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
①
、
②
は
多
分
に
行
政
上
の
特
徴
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
だ
が
、
③
に
よ
る
、
例
え

ば
、
人
口
規
模
、
昼
間
人
口
に
対
す
る
夜
間
人
口
の
比
率
、
中
心
都
市
へ
の
通
勤
者
に
対
す
る
常
住
就
業
人
口
の
比
率
、
事
業
所
従
業



者
数
に
対
す
る
夜
間
人
口
の
比
率
な
ど
に
よ
っ
て
、
中
心
都
市
、
郊
外
地
域
、
イ
ン
ナl
シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
を
確
定
し
て
い
く
試
み
も

一
面
的
に
な
り
易
い
こ
と
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
い

あ
り
、
操
作
的
に
確
定
し
易
い
。
し
か
し
、
活
用
の
仕
方
如
何
で
あ
る
と
し
て
も
、

ず
れ
に
し
て
も
、
イ
ン
ナ
i
シ
テ
ィ
問
題
は
、
都
市
内
部
地
区
に
あ
た
る
既
成
市
街
地
内
で
の
地
域
社
会
の
激
し
い
変
化
、
衰
退
、
再

開
発
等
に
関
心
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

わ
が
国
に
お
い
て
も
大
都
市
構
造
の
変
化
に
対
応
し
て
都
市
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
イ
ン
ナ

ー
シ
テ
ィ
問
題
、
都
市
内
部
地
区
問
題
に
今
後
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
大
き
な
変
動
過
程
に
あ
る
大
都
市
の

内
部
的
な
地
域
的
特
徴
と
問
題
を
充
分
踏
ま
え
て
全
体
と
し
て
の
都
市
生
活
の
あ
り
方
を
問
い
か
え
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

そ
の
意
味
で
奥
田
道
大
が
「
八
0
年
代
都
市
社
会
学
の
座
標
軸
」
と
題
す
る
論
文
の
中
で
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
類
型
化
（
都
心
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
イ
ン
ナ

l

シ
テ
ィ
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
郊
外
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
の
設
定
）
を
試
み
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
複
合
類
型
化
と

「
都
市
」
再
生
」
を
構
図
化
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
し
、
高
度
成
長
期
を
経
て
最
近
に
至
る
大
都
市
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
、

内
部
地
区
の
諸
変
化
を
具
体
的
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
が
次
の
課
題
と
な
る
。

（1
）
〉
ヨ
ば
担
問
問Z
日o
E
u
h叫
口
広
三
、
可
申
か
な
さ
∞
・
（

M
M吋O
H
H
t
g
B
出
血
－r
Hロ
ロ
－w
Hゆ
斗
。
）
・
H
U
H
Y
H
l
ω
ω

・

（2
）
戸
間
・
冨
町
三
。
ロP
H
M門
目
別
・
〉
－
z
z
σ
o
y
a
r
。
言
判
明
言3
0
3
1
N
h
p
n

含
目
、
さ
ミ
ミ
5

・
（
出
伊
吋
g

ロ
ユ
∞
E
S

ト
『mV
4
4
F
H
5
4
山
口
｝HW
Hゆ
斗H
）
・3

・
H
I
N∞w
H
M
U・
斗
ゆω
l∞
お
・

（3
）
磯
村
英
一
『
都
市
問
題
の
系
譜
』
、
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
、
ニ
l

七
頁
。

（4
）
倉
沢
進
「
社
会
学
か
ら
み
た
都
市
問
題
」
『
都
市
問
題
』
第
七
三
巻
一
号
、
一
九
八
二
年
一
月
。

（5
）
倉
沢
進
二
九
七

0
年
代
の
都
市
化
社
会
」
『
社
会
学
評
論
』
第
一
三
巻
四
号
、
一
九
八
一
年
三
月
、
二
ハ
頁
。

（6
）
宮
本
憲
一
『
現
代
の
都
市
と
農
村
』
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
二
年
、
二
四
頁
。
も
う
少
し
詳
し
く
引
用
す
る
と
、
「
現
代
の
都
市
問
題
は
、
川
都
市
化
・

工
業
化
が
す
す
み
、
事
業
所
、
交
通
機
関
や
人
口
の
集
中
・
集
積
に
よ
っ
て
、
自
然
の
破
壊
、
大
量
汚
染
物
の
排
出
、
混
雑
現
象
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
条
件
の
下
で
、

ω
企
業
が
都
市
の
集
積
利
益
の
み
を
享
受
し
て
、
集
積
不
利
益
を
負
担
せ
ず
、

ω
公
権
力
が
そ
れ
を
規
制
し
な
い
た
め
に
お
こ
る
自
然
的
・
社
会
的
生
活
環
境
の
破
壊

で
あ
り
、
ω
ま
た
、
資
本
制
蓄
積
、
大
量
消
費
生
活
様
式
と
地
方
財
政
貧
閑
の
社
会
的
結
果
と
し
て
、
同
都
市
の
共
同
生
活
条
件
で
あ
る
社
会
的
共
同
消
費
が
充
足
さ

れ
な
い
な
ど
の
都
市
的
生
活
様
式
が
維
持
で
き
な
い
た
め
に
発
生
す
る
市
民
の
生
活
困
難
で
あ
る
。
も
う
少
し
、
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
、
都
市
問
題
は
集
積
不
利
益
と
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都
市
的
生
活
様
式
の
破
綻
と
に
集
約
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
」

（7
）
こ
こ
で
は
わ
が
国
の
主
な
文
献
の
み
を

挙
げ
お
く
こ
と
に
す
る
。
篭
山
京
編
『
大
都

市
に
お
け
る
人
間
構
造
』
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
八
一
年
、
大
阪
市
立
大
学
経
済
研

究
所
・
吉
岡
健
次
、
山
崎
春
成
編
『
現
代
大

都
市
の
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七

八
年
、
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
・
吉
岡

健
次
、
崎
山
耕
作
編
『
大
都
市
の
衰
退
と
再

生
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
、
神

戸
都
市
問
題
研
究
所
『
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
再

生
の
た
め
の
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
』
（
都
市
研
究

報
告
第
五
号
）
、
勤
草
書
房
一
、
一
九
八
一
年
、

三
村
浩
史
・
北
条
蓮
英
・
安
藤
元
夫
共
著
『
都

市
計
画
と
中
小
零
細
工
業
｜
住
工
混
合
地
域

の
研
究
｜
』
新
評
論
、
一
九
七
八
年
、
磯
村
英

一
監
修
『
明
日
の
都
市
第
四
巻
（
大
都
市
と

大
都
市
閤
問
題
）
』
中
央
法
規
出
版
、
一
九

八
一
年
、
三
菱
総
合
研
究
所
編
『
大
都
市
イ
ン

ナ
1

エ
リ
ア
衰
退
問
題
に
関
す
る
調
査
｜
人

口
・
産
業
の
流
出
が
大
都
市
機
能
に
与
え
る

影
響
の
分
析
｜
』
（
報
告
書
）
、
一
九
八
二
年
、

シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
所
編
『
大
都
市
地
域
に

お
け
る
生
活
行
動
と
都
市
構
造
に
関
す
る
調

査
報
告
書
！
大
都
市
に
お
け
る
高
齢
化
と
地
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域
政
策
に
つ
い
て
の
調
査l
』
一
九
八O
年
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
編
『
大
都
市
老
齢
者
世
帯
の
生
活
』
報
告
書
、
一
九
七
九
年
、
大
阪
市
政
調
査
会
編
『
現
代
の
大
都

市
問
題
と
都
市
政
策
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
三
年
、
奥
田
道
大
『
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
論
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
、
な
ど
が
あ
る
。

（8
）
英
国
環
境
省
編
「
英
国
に
お
け
る
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
政
策
」
（
邦
訳
）
『
自
治
研
究
』
第
五
四
巻
八
号
、
一
九
七
八
年
八
月
、
七
二
頁
。

（9
）
m
－F
E
H吋
拍
ロg

担
ロ
仏
何
回
色
ゲ
ベ
∞
ユ
江
田
町
H
M
O
H
山
口
匂
図
。
由
旬
。
ロ
田
冊
目
山
口
同

J
Z
H
S
S由
可
町
公
司
仇
誌
の
O
誌
な
H
H
e
E’
・wM
M・
出
P
H
H（
出
刊
日
ロ
O
H
U
P
H
E
W
H
G

∞
同
）
w
U
H】
・
∞
∞lH
H
H・

H
M
a咽
吋
回
ロS
F
H
H
門
問
。
。
。
同
吋
叩
匂
問
。
。
肉
デ
ョ
」
ロ
円
吉
田
け
ユ
巴
ロ
∞
ロ
ロ
ロ

o
p
H
M円
四
」
ロ
ロ
∞
呂
田

V目
。
匂go
H
H
H
Z
5
0
Hロ
ロ
O
吋
口
広
匂
〉g
p

由
。
同
の
司
自
己
∞
ユ
宮
山
口
一P

別
0
1
0
4『
O
同

吾
冊
目
己
円
四
四
回
口
o
v
円
、
可FQ
s
h
E
門
出4
2・
4
0
－
－H
少
H
C∞M
w切
り
・
H
I
H
U
・

（
叩
）
小
森
星
児
「
イ
ン
ナI
ロ
ン
ド
ン
の
人
口
と
住
宅
」
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
『
現
代
大
都
市
の
構
造
』
（
前
出
）
所
収
、
一
七
七
頁
、
小
森
「
イ
ン
ナ

1

シ
テ

ィ
」
『
地
域
開
発
』
一
九
八
二
年
二
月
号
。

（
日
）
こ
こ
で
用
い
て
い
る
所
謂
「
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
」
の
名
称
は
、
か
つ
て
の
世
界
の
大
工
場
都
市
、
大
都
市
と
し
て
の
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ン
ナ
I

シ
テ
ィ
か
ら
象
徴
化

さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
現
在
の
大
ロ
ン
ド
ン
（
の
店
主2
F
S

含
ロ
）
は
一
九
六
五
年
施
行
の
行
政
改
革
で
従
来
の
一
八
八
八
年
の
地
方
行
政
法
に
基

づ
い
た
区
域
が
変
更
さ
れ
て
、
ロ
ン
ド
ン
市
（5
0
g
q

え

F
O
E
。
ロ
）
、
内
部
ロ
ン
ド
ン
区
（
H
5
2
F
o
E
C
ロ
）
（
一
二
の
自
治
区g
g
a
z
）
、
周
辺
ロ
ン
ド
ン
区

（O
ロ
芯
吋
F
o
E
。
ロ
）
（
一
一
O
の
自
治
区
）
に
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
」
は
現
在
の
同
ロ
ロO吋
F
S
含
ロ
と
同
一
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
該
当
す
る

区
域
で
「
シ
テ
ィ
」
等
の
都
心
業
務
地
区
を
除
い
た
区
域
を
指
し
て
い
る
。
図
1

で
示
し
た
J
5
2
H
b
E
C
九
（
C
Z
S
〉
切
3
2
m
Y田
）
が
「
イ
ン
ナl
シ
テ
ィ
」

道
之
見
区
域
を
指
し
て
お
り
、
行
政
区
域
と
し
て
の
内
部
ロ
ン
ド
ン
区
か
ら
、
グ
リ
ニ
ッ
チ

ハ
伏
鮮
問
（
C
2
8
項
目
与
）
を
除
き
ハ
リ
ン
ゲ
イ
（
同R
Z
q

）
と
ニ
ュ
l

ア
ム
（
z
g
z
g

）

郎
著
世
間
を
加
え
た
区
域
で
あ
る
。
G

・
ロ
l
ズ
、
s

－
K

・
ラ
ッ
ク
共
著
（
大
野
木
克
彦
監

h

山
地
一
ぽ
訳
）
『
大
ロ
ン
ド
ン
の
行
政
』
、
鹿
島
出
版
、
一
九
七
一
年
、
小
森
星
児
「
イ
ン
ナ

l

競
k
m…
ロ
ン
ド
ン
の
人
口
と
住
宅
」
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
『
大
都
市
の
構
造
』
（
前

同
←
戸
臨
出
）
、
一
七
三
｜
一
七
四
頁
を
参
照
。

fJtj

’ 

断
噌
w肌
知
明
（
ロ
）
間
百
冊
目
け
司
・
切
日
向
。
田

m
w
R
d円
冨
ロ
〉

z
p
m
J
z
g
g
q
R
h
s
S
M
M

由
之
さ
自
己

V

者
L
F
h
生
月

間
d
E
四
ι叫
言

M山
口
広
三
M
U
S
S
S
N
N
S
S
3～r
a
m
－
相
寄
戸
〈
－m
E
F
S

仏
「
ロ
・

4弓
E
g

沼
U
3

・

n
μ
r一
品

i

ジ
ク
軒
ィ
（
寸
Z
d

巳
4
・
え
の
E
g
m－0
・
巴
出
W
C
2
8
4司
。a
H
H
aュ
E
g
m
s
o
∞
）
・3・H
H
ω
t

一
一
計
テ

パ
パ
ペ
ニ

H
ω∞
・
E
・

w
・
バ
l

ジ
ェ
ス
「
都
市
の
発
展
」
（
一
九
二
五
年
）
、
R
・

E

－
バ
l

r
九
喝1
4．
帥
川
ユ

引
いJ
w
wミク
、

E

・

w
・
バ
1

ジ
ェ
ス
他
者
（
大
道
安
次
郎
・
倉
田
和
四
生
共
訳
）
『
都
市
｜
人

…
：
安
コ
間
生
態
学
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
｜
』
所
収
、
鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
二
年
。
図

2
を

問
参
照
の
こ
と
。

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

図 2 E.W. パージェスの同心円

地帯仮説図

113 



（
臼
）
ω
・
関
叩
ロ
ロ
の
2
2

品
回
ν・
出
F
F
J

，

F
O
Hロ
ロ
R
C
q
E
m

官
立
包
可
冊
目
。2
2
4
0
1
g
『
言

L「
暗
号
ミ
ロ
門
司
宮
内S
円S
F
a
・
M
M・
国
m
H
H
f
o
下
町
内
？
”
旬
。
・

0
l日
・

総
理
府
統
計
局
『
大
都
市
圏
の
人
々
』
（
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
資
料
シ
リ
ー
ズ
Z
。
・
M
）
、
山
田
浩
之
「
転
換
を
迫
ら
れ
る
都
市
政
策
」
『
日
本
経
済
新
聞
』
昭
和
五

八
年
一
月
二
八
日
付
。
一
二
菱
総
合
研
究
所
『
大
都
市
イ
ン
ナ
エ
リ
ア
衰
退
問
題
』
（
前
出
）
で
は
「
イ
ン
ナ

l

エ
リ
ア
」
「
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
」
を
事
業
所
従

業
数
に
対
す
る
夜
間
人
口
の
比
率
で
求
め
て
、
一
・O
以
上
を
「
都
心
地
区
」
、0
・
四
乃
至
0
・
三
未
満
を
「
周
辺
住
宅
地
区
」
、
そ
の
他
を
「
イ
ン
ナ
エ
リ
ア
地
区
」

と
し
て
い
る
（
全
国
平
均
0
・
四
三
、
東
京
都
二
三
区
平
均0
・
六
人
）
。

（M
）
奥
田
道
大
「
八
0
年
代
都
市
社
会
学
の
座
標
軸
」
『
地
域
開
発
』
一
九
八
二
年
二
月
号
。
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的w

イ
ン
ナ

l

シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
に
お
け
る
諸
変
化

イ
ン
ナ
i

シ
テ
ィ
問
題
の
特
徴
に
つ
い
て
、
先
に
全
体
社
会
の
急
激
な
変
動
過
程
の
も
と
で
、
大
都
市
内
部
の
既
成
（
旧
）
市
街
地

の
あ
る
地
域
的
範
囲
に
お
い
て
地
域
住
民
が
生
活
変
動
を
強
い
ら
れ
生
活
破
壊
の
悪
循
環
的
な
構
造
化
が
進
み
、
そ
の
地
域
住
民
が
他

の
地
域
の
人
々
に
比
し
て
、
全
体
的
な
、
一
定
水
準
の
生
活
を
営
み
続
け
る
う
え
で
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
し

た
。
こ
こ
で
は
、
イ
ン
ナ
I

シ
テ
ィ
問
題
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
大
都
市
内
部
地
区
に
ど
の
よ
う
な
諸
変
化
が
起
っ
て
き
た
の

か
、
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
状
況
が
起
る
背
景
に
つ
い
て
、
i

都
市
化
と
社
会
移
動
、
H
U

産
業
構
造
の
転
換
と
就
労
構
造
の
変

化
、
削
都
市
生
活
環
境
、
生
活
意
識
、
社
会
関
係
の
変
化
、
－

w
行
政
上
の
対
応
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
と
い
っ
た
諸
点
か
ら
検
討
す

る
。
日
本
に
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
は
な
い
と
か
、
起
ら
な
い
と
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
大
都
市
内
部
の
諸
変
化
、
こ
こ
で
は
特

に
東
京
閣
の
場
合
、
を
中
心
に
考
察
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

、
、
，
，
，

・

1
A

，
，
，
‘
、

都
市
化
と
社
会
移
動

都
市
の
社
会
学
的
研
究
は
こ
れ
ま
で
都
市
文
明
論
や
貧
困
、
衛
生
問
題
、
下
層
社
会
等
の
都
市
問
題
を
中
心
に
開
始
さ
れ
、や
ヵ：



て
シ
カ
ゴ
学
派
を
中
心
に
し
た
人
間
生
態
学
（
Z
5
8
2

色
。q

）
に
よ
る
調
査
研
究
、
類
型
構
成
に
も
と
づ
く
都
郁
二
分
法
（
吋
号
巴
a

日
宮
口
庄
内
げ
。
S
S
M－
）
、
都
部
連
続
法
（
説
）
（
E
E

’R
E

ロ
g
ロ
ロ
ロE
B

）
、
そ
し
て
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
産
業
社
会
化
や
都
市
社
会
化

の
も
と
に
お
け
る
体
系
や
構
造
と
し
て
の
地
域
社
会
論
の
展
開
、
全
体
社
会
と
地
域
社
会
と
の
構
造
的
関
連
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の

問
題
と
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
都
市
化
（
ロ
号
g
k
p
t
R
M）
の
研
究
に
お
い
て
は
シ
カ
ゴ
学
派
、
特
に

L

・
ワ
l
ス
（
「
巧
宮
町
）
の
生
態
的
構
造
、
社
会
組
織
体
系
、
都
市
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
軸
と
し
た
都
市
化
理
論
が
影
響
し
た
と

<l
)

こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

一
九
六
一
年
一
O
月
に
京
都
大
学
で
開
か
れ
た
日
本
社
会
学
会
大
会
で
の
「
都
市
化
の
理
論
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
も
専
ら
こ
の
ワ
l
ス
の
都
市
化
理
論
を
中
心
に
検
討
さ
れ
批
判
さ
れ
、
鈴
木
栄
太
郎
、
有
賀
喜
左
衛
門
、G
・
シ
ョ
バ
l
グ
等
を

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

手
懸
り
に
し
た
比
較
都
市
論
、
都
市
類
型
論
、
更
に
郊
外
化
、
大
都
市
（
】
号
怒
号
匂
）
と
巨
大
都
市
（

g
o
g

吉
宗
g
g
S
E
E

－q
・
5
守

(2
) 

唱
。
ロ
凹
）
、
そ
し
て
基
本
的
に
都
市
の
社
会
学
的
研
究
と
は
何
か
、
等
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。

従
っ
て
、
そ
こ
に
は
比
較
都
市
論
や
都
市
類
型
論
の
視
座
や
大
都
市
の
拡
大
過
程
の
も
と
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
問
題
が

注
目
さ
れ
だ
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
シ
カ
ゴ
学
派
が
イ
ギ
リ
ス
のC

・
プ
！
ス
等
の
影
響
を
受
け
つ
つ
新
興
都
市
の
都
市
問
題
、

社
会
問
題
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
側
面
は
意
外
と
軽
視
さ
れ
、
高
度
成
長
期
に
お
け
る
拡
大
す
る
都
市
化
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
全
体
社
会
の
構
造
変
化
や
巨
大
都
市
の
内
部
構
造
の
変
化
そ
の
も
の
に
対
す
る
関
心
は
乏
し
い
状
況
だ
っ
た
と
い
え
る
。
だ
が
、

九
六
0
年
代
当
初
に
す
で
に
み
ら
れ
て
い
た
大
都
市
内
部
の
人
口
流
出
現
象
は
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
た
な
様
相
を
呈
し
始
め
て
い

た
の
で
あ
り
、
今
日
ま
で
に
都
市
化
の
新
た
な
段
階
、
移
動
に
お
け
る
差
別
的
な
人
口
移
動
、
交
通
通
信
手
段
の
著
し
い
発
達
に
伴
う

通
勤
、
余
暇
等
に
表
象
さ
れ
る
生
活
空
間
の
多
様
化
と
そ
の
流
動
化
、
大
都
市
に
お
け
る
生
態
的
構
造
や
社
会
成
層
構
造
の
変
化
等
に

つ
い
て
の
考
察
が
必
要
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。
我
が
国
の
場
合
に
は
、
大
都
市
の
極
度
の
過
密
化
、
産
業
の
高
度
成
長
化
の
も
と
に
あ115 

っ
て
、
都
市
内
部
か
ら
の
人
口
流
出
や
そ
れ
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
他
の
先
進
産
業
社
会
の
大
都
市
の
場
合
に
比
し
て
、
相
対
し



て
注
目
さ
れ
ず
に
き
た
。

実
際
に
は
、
我
が
国
の
場
合
も
大
都
市
内
部
の
人
口
流
出
は
急
速
に
進
ん
で
き
た
。
表1

「
都
市
圏
の
人
口
お
よ
び
人
口
増
加
率
」
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を
み
る
と
、
八
都
市
圏
計
で
一
九
七
五
年
時
点
で
も
全
国
人
口
の
五
五
・
一
%
を
占
め
、
人
口
増
加
率
も
依
然
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
京
浜
大
都
市
閣
の
中
心
市
（
東
京
都
区
部
、
横
浜
市
、
川
崎
市
）
、
京
阪
神
大
都
市
圏
の
中
心
市
（
大
阪
市
、
堺
市
、
東
大
阪
市
、
神
戸
市
、

尼
崎
市
、
京
都
市
）
、
中
京
大
都
市
圏
の
中
心
市
（
名
古
屋
市
）
で
の
人
口
増
加
率
の
低
下
、
下
降
化
が
特
徴
的
で
あ
り
、
京
阪
神
大
都
市

圏
中
心
市
は
、
明
ら
か
に
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
更
に
角
度
を
変
え
て
視
る
と
、
現
在
大
都
市
圏
全
体
に
お
け
る
人
口
集
中
は
極
め
て

著
し
い
が
、
昭
和
五
五
年
の
東
京
五
0
キ
ロ
圏
、
大
阪
五
0
キ
ロ
圏
、
名
古
屋
五
0
キ
ロ
圏
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
は
二
、
六
三
四
万

人

一
、
五
回
二
万
人
、
七
八
三
万
人
、
小
計
四
、
九
五
八
万
人
で
全
国
人
口
（
一
一
、
七
O
六
万
人
）
の
四
二
・
四
%
を
占
め
て
い

る
。
し
か
し
、
大
都
市
圏
内
部
の
変
化
は
そ
の
拡
大
に
伴
う
人
口
の
ド
ー
ナ
ツ
化
と
郊
外
へ
の
ス
プ
ロ
i

ル
化
現
象
を
明
瞭
に
呈
し
て

い
る
。
東
京
都
全
体
で
も
一
九
七
五
年
の
つ

一
六
七
万
台
の
人
口
を
ピ
l
ク
と
し
て
下
降
し
始
め
て
お
り
、
少
々
大
雑
把
で
あ
る
が

五
0
キ
ロ
圏
内
一
0
キ
ロ
毎
の
人
口
増
減
を
示
し
た
表
2

に
よ
る
と
、
東
京
圏
の
一
0
キ
ロ
圏
内
は
す
で
に
昭
和
三
五
年
以
降
減
少
を

続
け
て
お
り
、
大
阪
圏
で
も
一

0
キ
ロ
圏
で
は
昭
和
四
五
年
以
降
、
名
古
屋
圏
で
は
昭
和
五
O
年
以
降
減
少
に
転
じ
て
き
て
い
る
。
東

京
の
都
心
地
区
の
千
代
田
区
、
中
央
区
で
は
昭
和
三0
年
代
以
降
す
で
に
減
少
に
転
じ
て
お
り
昭
和
三

O
年
時
の
人
口
に
比
し
て
両
区

共
に
半
減
し
て
い
る
。
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
に
限
ら
ず
、
横
浜
、
京
都
、
神
戸
、
札
幌
、
福
岡
等
の
大
都
市
に
お
い
て
も
都
心
地
区

で
は
結
節
・
統
合
機
関
が
集
中
す
る
中
心
的
な
業
務
地
区
の
特
性
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
い
ず
れ
も
人
口
減
少
が
著
し
い
。
だ
が
、
こ

う
し
た
大
都
市
内
部
の
人
口
流
出
は
、
東
京
圏
の
場
合
に
顕
著
な
よ
う
に
、
中
心
的
業
務
流
通
地
区
と
し
て
の
都
心
地
区
に
限
ら
ず
、

そ
の
都
心
地
区
周
辺
の
旧
市
街
地
区
、

イ
ン
ナ
i

シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
に
も
お
よ
び
最
近
で
は
こ
の
内
部
・
内
環
地
区
に
お
け
る
人
口
減

少
が
著
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
京
都
の
現
区
部
と
市
部
の
人
口
推
移
を
み
る
と
、
区
部
計
で
は
一
九
六
五
l
一
九
七



大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

表 1 都市圏の人口および人口増加率

1975年（昭和50) 1975年・全国 人口増加率
地 域

人 口 に占める割合 附

札幌大都市圏

全周中辺心市町域市村
1,765,519 1. 6 16.7 18.3 
1,240,613 1. 1 23.0 22.8 
524,906 0.5 5.5 9.0 

京浜大都市圏

全周中辺心市町域市村
26,793,768 23.9 15.2 14.2 
12,283,242 11. 0 4.5 1. 9 
14,510,526 13.0 29.2 27.2 

中京大都市圏

全周中辺心市町市域村
7,356, 168 6.6 11. 7 10.9 
2,079,740 1. 9 5.2 2.1 
5,276,428 4. 7 14.8 14.8 

京阪神大都市圏

全周中辺心市町市村域
16,347,806 14.6 12.4 9.2 
5,600,651 5.0 2.6 -1. 5 
10,747, 155 9.6 23. 1 15. 7 

北九州・福岡大都市圏

全周中辺心市町域市村
4,638,907 4.1 2.5 13.5 
2,060,259 1. 8 5.8 8.7 
2,578,648 2.3 -0.2 17.6 

仙台都市圏

全周中辺心市町域市村
1,582,840 1. 4 7.2 23.8 
615,473 0.5 13.3 12.9 
967,367 0.9 3.1 32.0 

岡山都市圏

全周中辺心市町市村域
1,361,063 1. 2 12.2 
513,471 0.5 36.9 
847,592 0.8 1.1 

広島都市圏

全周中辺市心町域市村
1,797,079 1. 6 10.6 28. 7 
852, 611 0.8 7.5 57.3 
944,468 0.8 12.7 10.5 

8 都市圏計

全周中辺心市町域市村
61, 643, 150 55.1 13.0 
25,246,060 22.6 4.6 
36,397,090 32.5 19.8 

全 国 111,939,643 100.0 5.5 7.0 

（注） 昭和50年国勢調査の設定基準によると，（ 1）中心市は「大都市圏」については政令都市，「都市
圏」については大都市圏に含まれない人口50万以上の市，（2）「周辺市町村」は，「中心市」への通
勤・通務数の割合が各市町村人口の1. 5%以上あり，かつ「中心市」と連接している。（3）「中心市」

が互いに接近している場合には，それぞれについて大都市閣を設定せず。その地域を総合して一
つの「大都市圏」とする。（京浜大都市閤，京阪神大都市圏，北九州・福岡大都市圏）

（ヲ｜用） 総理府統計局 r大都市圏』（昭和45年因調資料シリーズ No.5)
総理府統計局『大都市圏の人口』（昭和55年国調資料シリーズ No.2)
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東京都（区部・市部）の人口推移図 1人口数
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O
年
で
減
少
に
転
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
市

118 

部
は
依
然
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
区
部
内

部
の
詳
細
を
み
る
と
、
東
京
市
一
五
区
のA旧

区
部
V
で
は
す
で
に
一
九
六
O
年
以
降
よ
り
各

期
間
五
%
以
上
の
減
少
を
続
け
て
い
る
。
都
心

区
の
千
代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
で
は
著
し

い
が
、
他
の

A
旧
区
部
V
域
で
も
減
少
が
顕
著

で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
近
で
は
品
川
区
、
大
田

区
、
豊
島
区
、
北
区
、
荒
川
区
な
ど
で
も
目
立

ち
、
減
少
傾
向
は

A新
区
部
V
に
も
拡
大
し
て

い
る
（
A旧
区
部
v、

A新
区
部
V
の
地
域
に
つ
い
て

は
表
3

の
注
を
参
照
）
。
（
表3
、
図
1

、
表
4

を
参

照
）
。大

都
市
に
人
口
が
集
中
し
同
時
に
郊
外
化
が

進
み
拡
大
発
展
す
る
と
い
う
従
来
の
大
都
市
の

姿
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
構
図
が
現
れ
て
き
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
諸
大
都
市
に
つ
い
て
も
す
で
に



大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

表 2 東京，大阪，名古屋50キロ圏の人口増減率

（昭和35年～55年）

人 口（1,000人） 5年間の人口増減率（%，ムは減少）

キロ圏

吋畔ト年 要望～ l叶件 50年～

40年 45年 50年 55年

東京

50キロ閣 21,972 24,761 26,339 19. 7 15.9 12. 7 6.4 

O～ 10キロ 4,284 4,006 3,752 /:). 1. 4 ム 6.5 ム 6.5 ム 6.3

10~ 20 7,248 7,696 7,860 25.3 11. 9 6.2 2.1 

20 ~ 30 4,018 4,923 5,377 40.4 31. 6 22.5 9.2 

30~ 40 3,885 5,038 5, 754 37.0 43.6 29. 7 14.2 

40~ 50 2,537 3,098 3,596 14.9 19.6 22.1 16.1 

大阪

50キロ圏 13,640 14,872 15,415 16.7 13.0 9.0 3. 7 

O～ 10キロ 4,728 4,570 4,401 12.3 2.2 ム 3.4 ム 3.4

10~ 20 2,860 3,417 3,664 41. 3 32.5 19.5 7.2 

20~ 30 1,767 2, 160 2,341 20. 7 25.0 22.3 8.4 

30~ 40 2,363 2,675 2,702 12.9 15.5 13.2 8.6 

40~ 50 1,922 2,051 2,307 4.5 5.2 6.7 3.1 

名古屋

50キロ圏 6,774 7,43 7,828 13.0 11.1 9.7 5.4 

O～ 10キロ 2, 108 2, 161 2, 155 13.8 6.3 2.5 ム 0.3

10~ 20 1,394 1,666 1,821 24.3 23.4 19.6 9.3 

20~ 30 1,078 1,247 1,385 14.0 19.0 15. 7 11.1 

30~ 40 1,634 1, 757 1,840 8. 7 6.5 7.5 4.7 

40~ 50 561 599 626 1. 0 3.3 6.7 4.6 

キロ圏を構成する市区町村については昭和50年国勢調査，解説シリーズ No.3 「日本の人口」を参照

されたい。

（注） 50キロ圏とは東京都庁，大阪市役所，名古屋市役所を中心とし， 50キロメートルまでそれぞれ

10キロメートルごとの帯を作り，その中に含まれる市区町村を合わせて設定したものである。
（ヲ｜用） 総理府統計局編『昭和55年国勢調査全国都道府県市区町村別人口』 19頁。
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表
3
東
京
都
（
区
部
・
市
部
）
の
人
口

1920年
1930年

1940年
1950年

1970年
1980年

（
大
正

9
)

（
昭
和

5
)

（
昭
和

15)
（
昭
和
25)

（
昭
和

35)
（
昭
和
45)

（
昭
和

55)

東
京
都
総
数

3,699,428 
5,408,678 

7,354,971 
6,277,500 

9,683,802 
11, 408, 071 

11,618,281 

区
部
計

3,358, 186 
4,986,913 

6,778,804 
5,385,071 

8,310,027 
8,840,942 

8,351,893 

〈
旧
区
部
〉
千
代
田

217,682 
188,687 

186,699 
110, 348 

116, 944 
74,185 

54,801 

中
央

269,812 
239,533 

244,046 
161,925 

161,299 
103,850 

82,700 

港
330,004 

322,487 
336,312 

216,120 
267,024 

223,978 
201,257 

新
宿

290,398 
357,655 

394,480 
246,373 

413,690 
390,657 

343,928 

文
京

282,080 
288,242 

300,801 
190,746 

259,383 
234,327 

202,351 

ぷ
口立、

東
439,596 

415,672 
460,254 

262,159 
318,889 

240,769 
186,048 

墨
田

320,695 
390,843 

479,809 
236,242 

331,843 
281,237 

232,769 

江
東

254,324 
319,786 

419, 154 
182,489 

351,053 
355,835 

362,270 

旧
区
部
小
計

2,404,591 
2,522,905 

2,821,555 
1,606,402 

2,220, 125 
1,904,838 

1,666, 124 

〈
新
区
部
〉

953,595 
2,464,008 

3,957,249 
3,778,669 

6,089,902 
6,936,104 

6,685,769 

市
部

267,322 
340,878 

487,531 
787,869 

1,269,664 
2,451,078 

3,119,999 

（
注
）

(1) 
区
部
計
は
昭
和

22年
よ
り
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
現
行
の

23
区
の
合
計
を
さ
す
。

(2) 
＜
旧
区
部
う
と
は
，
昭
和

7
年
ま
で
の
東
京
市

15区
を
現
行
の
区
域
に
入
れ
て
計
算
し
た
数
値
。
千
代
田
区
（
麹
町
区
・
神
田
区
）
，
中
央
区
（
日
本
橋
区
・
京

橋
区
）
，
港
区
（
芝
区
・
赤
坂
区
・
麻
布
区
）
，
新
宿
区
（
四
谷
区
・
牛
込
区
・
淀
橋
区
・
大
久
保
町
・
戸
塚
町
・
落
合
町
）
，
文
京
区
（
本
郷
区
・
小
石
川
区
）
，

台
東
区
（
下
谷
区
・
浅
草
区
）
，
墨
田
区
（
本
所
区
・
吾
嬬
町
・
隅
田
町
・
寺
島
町
）
，
深
川
区
（
深
川
区
・
亀
戸
町
・
大
島
町
・
砂
町
）
。

(3) 
＜
新
区
部
〉
は
，
昭
和

7
年

3
月
よ
り
の

35区
制
の
新
区
部
と
な
り
現
行
の

23区
よ
り
〈
旧
区
部
〉
を
除
い
た
地
域
。

(4）
数
字
は
昭
和

50年
12月

31
日
現
在
の
行
政
区
域
に
組
替
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
引
用
）

『
第
27回

，
東
京
都
統
計
年
鑑
，
昭
和

50年
』
東
京
都
統
計
協
会
，
昭
和

52年
3
月
，

r東
京
都
の
人
口
（
昭
和

55年
国
勢
調
査
）
』
総
理
府
統
計
局
，
昭
和

57年
5
月
．

CNH 
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京
都
（
区
部
・
市
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の
人
口
増
減
率
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～

1980
年
）
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1935 
1940 

1945 
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1960 

1965 
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1975 
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京
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七
O
｜
七
五
年
で
は
人
口
増
加
の
増
加
率
は
殆
ん
ど
の
国
で
低
下
を
示
し
て
い
る
。
人
口
増
加
な
い
し
規
模
を
中
心
に
都
市
化
の
段
階

122 

を
、
ク
ラ
ッ
セ
ン
や
ド
レ
ウ
ェ
ッ
ト
が
試
み
て
い
る
よ
う
に
、
分
析
的
に
、
仮
説
的
に
、
①
第
一
段
階
l

都
市
化

2
5
2
g

江
。
ロ
）
（
工

業
化
に
と
も
な
う
都
市
へ
の
人
口
集
中
、
職
住
近
接
）
、
②
第
二
段
階

l

都
市
化
と
郊
外
化
の
併
進

2
5
9
E
N色
S

＼
E
Z
5
8

定
住
。
ロ
）
（
中

心
部
の
人
口
増
加
は
緩
和
し
減
少
し
始
め
、
郊
外
・
外
周
部
の
人
口
増
加
が
顕
著
、
交
通
運
輸
手
段
の
発
達
と
職
住
分
離
、
都
市
生
活
条
件
の
改
善
）
、

③
第
三
段
階
l

郊
外
化
と
非
都
市
化
の
併
進
（
回
忌
号
Z
E
s
t
o
u

＼
含
宮
司g
E
N
色
。
ロ
）
（
都
市
拡
大
に
伴
い
郊
外
化
が
一
層
進
展
す
る
一
方
、

中
心
部
人
口
の
加
速
的
な
低
下
）
、
④
第
四
段
階
l

逆
都
市
化
あ
る
い
は
再
都
市
化

2
2
号
E
E
N
塁
。
ロ
2
3
R
E
E
S
E

ミ
）
（
大
都
市
全
体

(4
) 

の
絶
体
的
な
人
口
減
少
化
か
、
あ
る
い
は
活
性
化
に
よ
る
再
都
市
化
か
）
、
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
段
階
に
照
ら
し
て
、
少
な
く
と

も
大
都
市
の
人
口
変
化
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
先
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
諸
都
市
は
多
く
が
②
か
ら
③
へ
、
ま
た
は
③
、
あ
る
い
は

④
の
段
階
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ク
レ
ッ
セ
ン
の
図
3

を
参
照
す
れ
ば
、
東
京
の
人
口
推
移
に
つ
い
て
の
前
掲
図
1

も
形
態

か
b
ゆ
③
か
ら
④
に
推
移
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
心
部
、
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
に
お
け
る
人
口
減
少

の
原
因
は
、
相
互
に
関
連
し
て
い
る
が
、
交
通
輸
送
技
術
、
交
通
輸
送
機
関
の
発
達
、
雇
用
機
会
、

(5
) 

剰
人
口
政
策
、
持
家
欲
求
等
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

ス
ラ
ム
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
や
対
過

こ
の
よ
う
に
大
都
市
の
拡
大
化
、
遠
心
化
、
非
中
心
化
の
も
と
で
、
注
目
す
べ
き
は
、
む
し
ろ
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
都
心
地

区
、
そ
し
て
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
地
区
と
し
て
の
内
部
地
区
の
人
口
ド
ー
ナ
ツ
化
に
よ
る
人
口
流
出
の
結
果
に
み
る
中
心
部
の
人
口
構
造

の
特
徴
は
、
都
心
地
区
で
は
少
な
い
夜
間
人
口
に
対
し
て
巨
大
な
昼
間
人
口
、
内
部
地
区
で
は
夜
間
人
口
、
昼
間
人
口
共
に
減
少
が
著

し
く
、
両
地
区
共
に
青
少
年
層
、
生
殖
家
族
形
成
層
の
著
し
い
減
少
、
壮
年
層
の
減
少
が
目
立
ち
、
老
年
人
口
層
の
比
重
が
か
な
り
高

し、

一
九
八
O
年
の
全
国
の
六
五
才
以
上
の
老
年
人
口
の
割
合
は
、
九
・
O
五
%
、
東
京
都
七
・
七
%
、
区
部
八
・
二
%
、
市
部
七
・

七
%
、
郡
部
九
・
二
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
央
区
一
三
・
三
%
、
千
代
田
区
一
三
・
二
%
、
台
東
区
二
了
一
%
な
ど
と
相
対
し



大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

図 2 ヨーロッパ諸国都市圏（「機能的都市圏」）の人口増加率（年率）
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人口規模と都市発展の諸段階

郊外

図 3

合~population 

time 

II III N 時間
都市化／ 郊外化／ 逆都市化
郊外化 非都市化あるいは再都市化？

（引用） N. Vanhove and L. H. Klaassen, Regionαl Policy : A European 

Approαch (Saxon House, 1980), p. 187 

て
高
く
、
A
旧
区
部
V
（
こ
の
区
域
に
つ
い
て
は
前
出
表
3
を
参
照
）
九
・
四
%
、

124 

都市化

う
ち
都
心
三
区
一
一
・
コ
玄
、
A新
区
部
V
七
・
九
%
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
0
1

一
四
歳
の
年
少
人
口
に
対
す
る
六
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
の
割

合
を
示
す
老
年
化
指
数
は
、
全
国
三
八
・
四
、
東
京
都
三
七
・
四
に
対
し

て
、
区
部
四
二
・
七
、
A
旧
区
部
V
五
一
・
六
、
都
心
三
区
六
六
・
七
、

A新
区
部
V
四
0
・
六
で
あ
り
、
大
都
市
内
部
地
区
で
急
速
に
老
年
化
が

進
行
し
て
お
り
年
齢
構
造
に
お
け
る
大
き
な
地
す
べ
り
的
な
変
動
が
起
り

つ
つ
あ
る
。
都
市
化
の
諸
段
階
の
展
開
過
程
の
な
か
で
、
人
々
の
間
で
地

域
移
動
、
就
業
上
の
移
動
を
め
ぐ
っ
て
差
別
的
な
人
口
移
動
、
社
会
移
動

が
進
ん
で
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
、
，
，
，

ロ
u

，
，
．
‘
、

産
業
構
造
の
転
換
と
就
労
構
造
の
変
化

ぐ
っ
て
は
、

こ
こ
で
は
全
体
社
会
の
産
業
構
造
転
換
や
就
労
構
造
の
変
化
を
地
域
的
特
徴
と
関
係
づ
け
て
み
て
い
く
。
大
都
市
の
産
業
や
雇
用
を
め

イ
ン
ナ
i
シ
テ
ィ
問
題
の
背
景
諸
要
因
は
相
互
に
関
連
し
て
い
る
が
、

し
ば
し
ば
、
「
衰
退
」
が
、
あ
る
い
は
逆
に
「
活
力
」
「
再
生
力
」
が
一
方
的
に
指
摘
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
対
象
と
す
る
大
都
市

の
特
徴
に
よ
っ
て
も
異
な
ろ
う
が
、
前
者
の
見
方
に
立
て
ば
、
「
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
」
は
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る

し
、
後
者
の
見
方
を
取
れ
ば
、
特
に
わ
が
国
の
大
分
部
の
場
合
に
は
衰
退
過
程
に
あ
る
と
は
位
置
づ
け
ら
れ
ず
「
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問

(7
) 

題
」
も
大
き
な
問
題
と
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
多
角
的
に
再
考
察
の
必
要
が
あ
ろ
う
。



産
業
構
造
の
転
換
を
就
業
者
数
の
構
成
（
一
九
七
O
年
国
勢
調
査
で
は
第
一
次
産
業
一
九
・
三
%
、
第
二
次
産
業
三
四
・
O
%
、
第
三
次
産
業

四
六
・
六
%

一
九
八
O
年
国
調
で
は
各
々
一0
・
九
%
、
三
三
・
五
%
、
五
五
・
四
%
に
推
移
）
、そ
の
増
減
率
（
一
九
六
五
｜
七
O
年
第
一
次
産

業
ハ
門
一
四
・
四
%
、
第
二
次
産
業
同
一
八
・
四
%
、
第
三
次
産
業
同
一
六
・
九
%
、一
九
七
O
七
五
年
で
は
各
々
付
二
七
・
六
%
、
同
一
・
二
%

同
一
二
・
三
%
、
一
九
七
五
｜
八
O
年
で
は
各
H々

一
七
・
六
%
、
同
二
・
八
%
、
同
二
了
二
%
）
で
み
て
も
、
第
一
次
産
業
の
著
し
い
地
す

ベ
り
的
な
減
少
、
そ
し
て
製
造
業
・
建
設
業
・
鉱
業
の
第
二
次
産
業
の
相
対
的
な
減
少
傾
向
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
体

と
し
て
は
高
度
成
長
期
を
通
じ
て
就
業
構
造
か
ら
み
て
第
二
次
産
業
部
門
の
比
重
が
低
下
し
て
第
三
次
産
業
化
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
化
、

脱
工
業
化
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
特
に
第
二
次
産
業
（
製
造
業
）
の
推
移
を
中
心
に
大
都
市
圏
で
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

る
と
、
な
か
で
も
京
浜
・
中
京
・
京
阪
神
大
都
市
圏
に
お
い
て
、
特
に
京
阪
神
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
傾
向
は
一
層
顕
著
で
あ
る
（
総
理

府
『
大
都
市
圏
の
人
口
』
）
。
更
に
こ
れ
ら
三
大
都
市
圏
内
部
で
も
、
中
心
市
と
周
辺
市
町
村
と
で
は
様
相
が
明
ら
か
に
異
な
る
。
三
大
都

市
圏
の
う
ち
で
も
、
京
阪
神
大
都
市
圏
の
中
心
市
で
の
減
少
は
著
し
く
（
製
造
業
、
一
九
六
五
l
七
O
年

H
一
二
・
九
%
、
一
九
七
O
l
七
五
年

付
一
二
・
四
%
）
、
京
浜
大
都
市
圏
の
中
心
市
で
も
一
九
七O
！
七
五
年
間
に
お
い
て
は
減
少
（
製
造
業
、

一
九
六
五
l
七
O
年H
0
・
一
%

一
九
七
O
l
七
五
年
村
三
了
二
%
）
が
目
立
っ
て
い
る
。
更
に
先
に
人
口
減
少
に
つ
い
て
み
た
と
同
じ
よ
う
に
、
中
心
市
の
な
か
で
も
都

心
地
区
や
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
で
の
第
二
次
産
業
、
製
造
業
就
業
者
の
減
少
は
一
層
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
製
造
業
を
中

心
と
し
た
構
造
上
の
変
化
は
、
特
に
国
内
外
の
環
境
条
件
、
技
術
革
新
、
立
地
経
営
条
件
等
に
よ
っ
て
、
製
造
業
の
（
大
企
業
、
中
企
業

を
中
心
と
し
た
）
工
場
移
転
、
大
工
場
建
設
の
抑
制
・
規
制
、
他
業
種
・
他
産
業
へ
の
転
換
、
転
職
、
零
細
縮
小
化
、
廃
業
、
倒
産
、
失

業
等
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
従
来
の
大
都
市
産
業
経
済
の
中
心
的
基
盤
を
変
容
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
大
都
市
圏
の
中
心
市
、
な

か
で
も
大
都
市
内
部
地
域
、
更
に
、
従
来
の
工
業
都
市
、
企
業
城
下
町
、
地
場
産
業
都
市
等
に
お
い
て
の
構
造
的
な
「
停
滞
」
「
衰
退
」

を
特
徴
づ
け
現
実
的
課
題
と
も
さ
れ
て
き
た
。

125 



し
か
し
な
が
ら
、
大
都
市
に
お
け
る
工
場
移
転
、
他
業
種
・
他
産
業
へ
の
転
換
、
廃
業
、
倒
産
、
失
業
等
が
著
し
か
っ
た
と
し
て

も
、
大
都
市
圏
の
都
心
部
や
副
都
市
部
で
は
ま
す
ま
す
中
枢
的
な
管
理
・
通
信
・
流
通
業
務
等
の
機
能
集
積
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、工

126 

業
部
門
に
お
い
て
大
都
市
の
占
め
る
地
位
は
工
場
数
、
従
業
者
数
、
製
造
品
出
荷
等
の
対
全
国
比
で
も
依
然
と
し
て
高
い
（
『
工
業
統
計

調
査
報
告
』
）
。
更
に
東
京
都
を
中
心
に
検
討
し
て
み
る
と
工
業
・
製
造
業
部
門
に
お
い
て
は
、
特
に
素
材
型
、
低
加
工
型
の
工
業
の
減

少
に
比
し
て
、
①
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
情
報
関
連
型
、
②
金
属
・
加
工
・
組
立
型
、
③
そ
の
他
型
（
食
料
品
、
玩
具
、
鉛
筆
等
日
用
消
費
財
等

の
製
造
）
で
は
工
場
数
、
従
業
者
数
、
製
造
品
出
荷
額
、
付
加
価
値
額
の
構
成
比
を
大
き
く
し
て
き
で
い
る
の
で
あ
る
（
『
事
業
所
統
計
報

告
』
、
『
工
業
統
計
報
告
』
）
。
そ
の
意
味
で
は
全
体
と
し
て
も
、
ま
た
第
二
次
産
業
部
門
に
お
い
て
も
第
三
次
産
業
化
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
化

が
進
展
し
つ
つ
も
、
「
都
市
型
」
工
業
の
形
成
力
、
中
小
零
細
企
業
群
の
経
営
・
技
術
・
技
能
・
情
報
等
の
集
積
機
能
力
、
地
場
産
業

カ
等
は
依
然
と
し
て
力
強
い
も
の
が
あ
る
。
大
都
市
が
も
っ

「
活
力
」
「
再
生
力
」
に
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
都
市
で
は
商

業
活
動
も
極
め
て
根
強
い
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
産
業
構
造
の
転
換
に
み
る
大
都
市
圏
の
巨
視
的
な
「
停
滞
」
「
衰
退
」
や
「
活
力
」
「
再
生
力
」
の
動
き
も
、
個

別
的
な
具
体
的
な
地
域
経
済
や
生
活
空
間
、
事
業
所
・
企
業
、
営
業
者
、
労
働
者
、
生
活
者
等
の
生
活
を
通
じ
て
急
激
に
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
両
者
の
動
態
を
適
切
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
し
、
こ
の
産
業
上
の
急
激
な
変
動
は
、
山
村
、
漁
村
、
地
方

の
過
疎
開
題
と
同
様
に
、
大
都
市
の
従
来
の
工
場
街
や
市
街
地
に
か
か
わ
る
人
々
の
例
就
労
構
造
や
生
活
、
ω
地
域
経
済
と
地
域
社
会
、

例
都
市
行
財
政
に
も
直
接
間
接
に
影
響
を
も
た
ら
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。
こ
こ
に
大
都
市
内
部
地
域
の
相
対
的
な
経
済
基
盤
の
低
下
や

人
々
の
雇
用
不
安
、
失
業
等
と
の
関
連
で
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題
が
提
起
さ
れ
て
く
る
背
景
が
あ
る
。

都
心
部
周
辺
地
区
の
イ
ン
ナ
l

エ
リ
ア
に
お
け
る
就
労
構
造
の
変
化
に
限
定
し
て
言
及
す
れ
ば
、
大
中
工
場
の
移
転
出
、

工
場
規

制
、
事
業
所
の
激
し
い
開
・
廃
業
、
倒
産
、
他
業
種
・
他
産
業
へ
の
転
換
、
「
都
市
型
」
工
業
の
形
成
発
展
等
々
に
よ
っ
て
、
①
経
済



情
勢
、
景
気
、
技
術
、
技
能
変
化
の
影
響
を
受
け
易
く
競
争
の
激
し
い
不
安
定
な
就
業
・
就
労
、
②
高
い
比
率
の
婦
人
就
労
化
、
③
就

業
・
就
労
を
め
ぐ
る
情
報
の
流
動
化
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
、

チ
ャ
ネ
ル
の
重
要
性
、
④
こ
の
内
部
地
域
に
留
る
に
せ
よ
、
離
れ
る
に
せ

よ
離
職
、
転
職
、
再
就
職
、
転
居
、
失
業
、
開
業
等
の
激
変
す
る
複
合
的
な
職
歴
経
験
化
、
⑤
相
対
し
て
高
老
齢
層
、
婦
人
層
、
若
年

層
を
中
心
に
高
い
労
働
移
動
、
臨
時
的
不
安
定
的
就
労
、
労
働
需
供
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
悪
い
雇
用
条
件
等
、

労
働
市
場
化
、
⑤
事
業
所
の
小
零
細
化
お
よ
び
自
営
業
主
・
家
族
従
業
者
の
比
率
の
増
加
、
⑦
企
業
努
力
、
行
政
等
に
条
件
づ
け
ら
れ

に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
第
二

て
「
活
力
」
や
「
再
生
力
」
の
浸
蝕
や
破
壊
の
危
険
性
、
③
技
能
経
験
、
職
種
、
住
宅
条
件
等
に
制
約
さ
れ
て
職
場
は
都
心
や
内
部
地

域
へ
の
限
定
化
、
あ
る
い
は
逆
に
長
距
離
・
長
時
間
通
勤
化
、
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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先
進
産
業
社
会
と
し
て
の
英
国
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
西
ド
イ
ツ
等
の
場
合
に
も
、
多
人
種
的
構
成
、
移
民
、
外
国
人
労
働
者
な
ど

各
々
歴
史
的
社
会
的
背
景
を
異
に
し
な
が
ら
大
都
市
の
イ
ン
ナ

I

シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
に
お
け
る
製
造
業
の
地
盤
沈
下
、
雇
用
不
安
、
低

（
叩
）

所
得
、
失
業
の
集
積
等
が
深
刻
な
問
題
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
進
産
業
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
歴
史
的
背
景
、
経
済
情

勢
や
個
々
の
都
市
形
成
に
お
い
て
相
互
に
異
な
る
の
で

一
概
に
一
般
化
は
で
き
な
い
が
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
の
労
働
市
場
の
主
な
特
徴

は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

) - ( 

イ
ン
ナ
I

シ
テ
ィ
労
働
市
場
の
地
理
的
特
徴
｜
例
全
体
の
仕
事
や
就
労
者
数
と
い
う
点
で
市
場
は
大
き
い
。
例
市
場
は
地
理
的
に

は
集
中
し
て
い
る
。
付
市
場
は
、
地
域
的
な
自
足
と
い
う
よ
り
も
、
通
勤
し
て
く
る
な
ど
の
よ
う
に
開
放
的
で
あ
る
。

ω
市
場
内
の

公
的
輸
送
手
段
に
よ
る
内
部
的
接
近
性
は
相
対
し
て
良
い
。

(2) 

産
業
構
造
上
の
特
徴
l

例
比
較
的
に
多
種
に
わ
た
る
。

ω
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
偏
り
が
ち
で
あ
る
。
付
（
公
的
セ
ク
タ
ー
を
除
い
て
）
特

定
の
主
要
な
、
個
別
雇
用
主
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
ω
小
零
細
企
業
が
特
徴
的
で
あ
る
。
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人
口
的
・
社
会
的
特
徴
l

例
移
転
入
者
は
大
部
分
が
若
年
者
で
単
身
者
で
あ
る
。
制
移
転
出
者
の
多
く
は
、
よ
り
年
齢
の
高
い
層

(3) 



で
あ
り
既
婚
者
で
あ
る
。
付
多
く
の
少
数
民
族
集
団
の
存
在
。ω
労
働
力
人
口
全
体
と
し
て
相
対
し
て
仕
事
の
熟
練
度
に
お
い
て
も

（
孔
）

社
会
経
済
的
地
位
に
お
い
て
も
低
い
。
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こ
れ
ら
の
特
徴
は
わ
が
国
の
場
合
に
も
そ
の
ま
ま
見
出
し
得
な
い
部
分
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
共
有
さ
れ
る
部
分
も
あ
り
、
ま
た
最
近

で
は
わ
が
国
で
も
総
理
府
「
労
働
力
調
査
」
に
お
け
る
地
域
的
分
析
の
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
広
く
検

討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

…
山

都
市
生
活
環
境
、
生
活
意
識
、
社
会
関
係
の
変
化

大
都
市
構
造
の
変
化
や
そ
こ
に
お
け
る
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
の
現
出
を
め
ぐ
っ
て
、
住
民
の
都
市
生
活
環
境
や
生
活
意
識
と
い
っ

た
側
面
か
ら
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
生
活
は
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
大
き
く
条
件
づ
け
る
。
東
京
都
の
例
で
、
住
宅
所
有
形

態
別
構
成
（
一
九
八0
年
国
勢
調
査
、
一
般
世
帯
）
は
、
都
全
体
で
持
ち
家
四
一
・
O
%
、
公
営
・
公
団
・
公
社
の
借
家
九
・
七
%
、
民
営

借
家
四
0
・
六
%
、
給
与
住
宅
六
・
二
%
、
間
借
り
二
・
五
%
、
区
部
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
割
合
で
あ
る
が
民
営
借
家
四
三
・
一
%
と
な
っ
て

相
対
し
て
高
い
。
区
部
の
一
般
世
帯
一
世
帯
当
り
人
員
二
・
五
七
人
で
（
一
九
八
O
年
国
調
）
、
一
世
帯
当
り
室
数
三
・
二
O
、

一
世
帯

当
り
畳
数
一
九
・
O
、
一
人
当
り
畳
数
七
・
一
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
狭
小
な
、
し
か
も
貧
弱
な
居
住
条
件
に
お
か
さ
れ
て
い
る
。
宅
地

の
土
地
所
有
（
個
人
所
有
）
の
大
き
さ
も
比
較
的
に
狭
く
一o
o
d
未
満
の
場
合
が
多
く
、
特
に
都
心
地
区
お
よ
び
都
心
周
辺
地
区
・
大

都
市
内
部
地
区
に
多
い
、
具
体
的
に
は
、
千
代
田
区
、
中
央
区
、
江
東
区
、
台
東
区
、
墨
田
区
、
江
戸
川
区
、
荒
川
区
、
北
区
の
土
地

所
有
の
五
O
%
以
上
が
一
O
O
M
未
満
で
占
め
ら
れ
、
港
区
、
品
川
区
、
文
京
区
、
豊
島
区
、
板
橋
区
、
足
立
区
、
葛
飾
区
で
は
一
O

o
d
未
満
が
四
O
l
五
O
%
を
占
め
て
い
る
。
更
に
住
宅
の
建
造
構
造
や
建
設
時
期
に
関
し
て
も
、
表5
に
あ
る
よ
う
に
木
造
、
戦
前

と
終
戦
か
ら
昭
和
三
五
年
迄
の
建
設
の
占
め
る
比
率
が
依
然
と
し
て
高
い
。
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建設時期・構造別住宅数（東京都区部，中央区）

23 区

造総数戦前｜時年 ～釘年｜～畔～日年9月
戸戸戸 戸戸戸

(100 % ) (6. 0 % ) (24. 9 % ) (36. 1 % ) (23. 4 % ) (8. 2 % ) 

木造 797, 600 132, 200 300, 800 247, 700 85, 500 20, 700 

(100) (16. 6) (37, 7) (31. 1) (10. 7) ( 2. 6) 

(100) ( 2. 8) (25. 2) (40. 3) (22. 2) ( 8. 3) 

非木造 I 797.2叩 3,70日 91,6C 日 275, 300 3J2, 9CO 108, 600 

(100) ( 0. 5) (11. 5) (34. 5) (38. 0) (13. 6) 

中 央 区

総数｜戦前｜監 ～45年 ｜～印年卜53年9月
戸戸戸

住宅総数 25, 700 6, 900 5, 900 5, 100 5, 700 1, 300 

(19. 8 % ) (22. 1 % ) (5. 1 % ) 

600 200 0 

木造 (100) (63. 4) (25. 6) ( 7.3) ( 2.4) ( 0) 

防火造一 5, 400 1, 300 2, 300 1,000 300 300 

(100) (24. 1) ( 42. 6) (18. 5) ( 5. 6) ( 5. 6) 

12, 100 400 1, 500 3, 400 5, 200 1, 000 

表 5

大
都
市
の
内
部
地
区
で

は
、
民
営
借
家
（
そ
の
四

分
の
三
は
二
室
以
下
）
や
公

営
・
公
団
・
公
社
の
借
家

等
の
占
め
る
比
率
が
相
対

し
て
高
く
、
狭
い
土
地
へ

の
密
住
形
態
、
低
層
で
狭

（資料） 『昭和53年，住宅統計調査』
（引用） 東京都中央区 r中央区の現状と課題』，昭和55年 6 月， 37頁。

小
な
老
朽
木
造
住
宅
が
多

い
ま
ま
に
、
事
務
所
・
店

舗
・
工
場
な
ど
の
事
業
所

の
中
に
混
在
し
て
そ
れ
ら

事
業
所
や
新
し
い
住
居
も

急
速
に
高
層
化
が
進
ん
で

い
る
。
と
こ
ろ
に
よ
っ
て

は
、
伝
統
的
な
町
家
や
簡

素
な
た
た
ず
ま
い
の
住
ま

い
が
生
き
続
け
て
い
る
地
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域
も
あ
る
。
し
か
し
、
住



居
条
件
や
住
環
境
は
悪
く
、
そ
れ
ら
の
改
善
も
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

老
朽
密
住
の
木
造
家
屋
等
の
た
め
の
防
災
上
の
問
題
、
高
層
ビ
ル
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
・
住
宅
な
ど
の
急
速
な
出
現
に
よ
る
日
照
問
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題
、
緑
地
の
乏
し
さ
、
道
路
・
店
舗
・
工
場
等
に
よ
る
環
境
公
害
、
更
に
土
地
所
有
、
地
価
、
都
市
計
画
、
建
築
基
準
等
の
制
約
も
加

わ
っ
て
、
大
都
市
内
部
地
区
の
住
生
活
環
境
は
相
対
し
て
悪
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
こ
こ
に
も
、
先
に
i

の
都
市
化
と
差
別
的

(U
) 

社
会
移
動
で
触
れ
た
よ
う
に
、
人
口
流
出
の
生
み
出
す
要
因
が
あ
る
と
共
に
、
反
面
で
は
住
民
は
職
種
や
営
業
、
就
労
条
件
、
交
通
利

使
、
低
所
得
、
高
老
齢
、
居
住
歴
等
の
た
め
に
そ
う
し
た
住
生
活
環
境
の
も
と
で
生
活
を
続
け
踏
み
と
ど
ま
り
、
あ
る
い
は
流
入
し
て

い
る
場
合
が
多
い
。

ま
た
巨
大
都
市
の
空
間
構
造
の
変
化
と
共
に
、
都
心
地
区
、
副
都
心
地
区
、
内
部
地
区
で
は
昼
間
人
口
と
夜
間
人
口
の
落
差
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
日
常
的
な
生
活
の
時
間
構
造
も
著
し
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
多
く
の
流
動
的
な
「
夜
間
」
人
口
の
存
在
、

サ
l

ピ

ス
・
流
通
産
業
に
お
け
る
夜
間
・
早
朝
営
業
、
夜
間
・
早
朝
労
働
の
よ
う
に
時
間
構
造
に
お
け
る
「
ニ
ュ
l

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て

（
お
）

の
社
会
変
動
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
も
あ
る
。

大
都
市
構
造
の
変
化
を
促
が
す
動
き
は
、
人
々
の
個
々
の
所
得
水
準
、
生
活
条
件
の
変
化
、
生
活
欲
求
、
生
活
意
識
の
変
化
に
も
影

響
さ
れ
る
。
勤
労
者
世
帯
家
計
の
比
較
で
み
る
か
ぎ
り
、
大
都
市
（
東
京
都
区
部
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
名
古
屋
市
、
京
都
市
、
大
阪
市
、
神

戸
市
、
北
九
州
市
、
札
幌
市
）
、
中
都
市
（
「
大
都
市
」
を
除
く
人
口
一
五
万
人
以
上
の
都
市
）
、
小
都
市

A

（
人
口
五
万
人
以
上
一
五
万
人
未
満
）
、

小
都
市
B

（
人
口
五
万
人
未
満
）
、
町
村
、の
都
市
区
分
で
比
較
す
る
と
全
体
的
に
所
得
・
消
費
水
準
が
上
昇
し
つ
つ
も
、
特
に
収
入
面

で
都
市
区
分
相
互
の
格
差
が
狭
ま
っ
て
き
て
い
る
。
人
口
千
人
当
り
の
生
活
保
護
率
を
み
た
場
合
に
、
全
国
を
地
域
別
に
み
て
も
か
な

り
相
異
が
あ
り
全
国
二
一
・
二
人
（
昭
和
五
五
年
）
に
対
し
て
北
九
州
（
二
九
・
八
人
）
、
沖
縄
（
二
八
・
八
人
）
、
北
海
道
（
一
九
・
六
人
）
、

南
九
州
（
一
八
・
三
人
）
で
は
高
い
が
、
こ
の
時
点
で
全
体
的
に
下
降
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
近
畿

1

（
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
）
（
一
四
・



三
人
）
、
関
東1

（
千
葉
、
埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
）
（
八
・
七
人
）
で
は
保
護
率
が
上
昇
し
て
き
て
い
る
。
東
京
都
（
昭
和
五
五
年
、

三
%
）
で
も
市
部
（
九
・
六
%
）
、
郡
部
（
八
・
一
%
）
、
島
部
（
二
三
・
O
%
）
が
各
々
下
降
化
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
区
部
（
一
二
・

（
口
）

O
%
）
は
明
ら
か
に
上
昇
傾
向
に
あ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
（
図
4

を
参
照
）
。
区
部
の
な
か
で
も
、
昭
和
四O
年
に
比
し
た
場
合
に
保
護

率
の
上
昇
は
、
す
べ
て
の

A
旧
区
部
V
で
み
ら
れ
る
。

A新
区
部
V
で
も
品
川
区
、
目
黒
区
、
大
田
区
、
北
区
、
練
馬
区
、
で
も
上
昇

を
示
し
て
い
る
（
表
6
、
図
5

参
照
）
。
ま
た
、
教
育
機
会
を
め
ぐ
っ
て
の
高
等
教
育
へ
の
進
学
機
会
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
が
（
東
京
都

る
地
域
が
多
い
。

全
体
の
大
学
進
学
率
は
昭
和
四
五
年
二
九
・
%
O
、
昭
和
五
O
年
三
九
・
九
%
、
昭
和
五
五
年
三
六
・
七
%
）
、
内
部
地
区
で
は
そ
れ
ら
を
下
ま
わ

一
例
と
し
て
の
地
域
の
公
衆
浴
場
の
減
少
も
、
人
口
流
出
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
生
活
欲
求
や
生
活
ス
タ
イ
ル
等

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

図 4 生活保護率の推移（1965～80年）

東京都・区部・市部・郡部・島部・全国

島ヘ＼ごり%）
島部

全国
郡部、
東京i~~、と＼ 全国区部
区部ご士一一一一三も｝て－一一一東京都

『 ＿－－：：』叫之7こ市部

市部 ～－ー－
郡部

｛%。）

30 

20 

10 
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H召忠 昭:s 昭 :s 昭~
手日日 和。 和印 和0

40 45 50 55 

〈引用）・東京都 r民生局業務統計資料（昭和40年度民生局
統計年鑑）』『（同書）（昭和48年度版）』，

r社会福祉年報（昭手口55年版）』『（同書）（昭
和56年版）』

• r厚生の指標（臨時増刊）（国民の福祉の動向）』
第28巻 11号 （昭和56年 9 月）より引用作成．

の
変
化
に
も
よ
っ
て
い
る
。
確
か
に
高
度
成
長
期
を
通
じ
て
の
就

業
機
会
・
転
職
機
会
の
拡
充
も
あ
っ
て
、
人
々
は
住
環
境
、
生
活

ス
タ
イ
ル
、
生
活
関
係
等
の
質
的
な
転
換
を
求
め
て
き
て
い
る
が

そ
れ
が
可
能
な
人
々
・
地
域
と
な
か
な
か
困
難
な
人
々
・
地
域
と

が
分
極
し
が
ち
で
あ
る
と
い
う
状
況
に
こ
そ
イ
ン
ナ
i

シ
テ
ィ
問

題
の
一
つ
の
背
後
要
因
が
あ
る
。

地
域
の
住
民
相
互
の
社
会
関
係
の
お
よ
ぼ
す
影
響
も
極
め
て
大

き
い
も
の
が
あ
る
。
社
会
関
係
は
持
続
的
、
規
範
的
な
相
互
作
用

過
程
の
あ
り
方
と
し
て
一
般
的
に
は
結
合
・
上
下
・
反
対
関
係
、

支
配
・
被
支
配
関
係
、
水
平
的
・
垂
直
的
関
係
、
開
放
的
・
閉
鎖
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的
関
係
、

一
時
的
・
永
続
的
関
係
、
強
い
・
弱
い
関
係
、
直
接
的



東京都区部区別の生活保護率（1965～80年）

（対人口千人当り， M。）

1965年 1980年

（昭和40) （昭和45) （昭和50) （昭和55)

東京都総数 11. 6 10.6 10.5 11. 3 

区 部 11. 5 10.8 10.9 12.0 

〈旧区部〉千代田 3.0 3.9 4.7 4.9 

中央 3.9 4.8 5.8 4.9 

港 5.6 4.3 6.2 6.4 

新宿 8.1 7.6 9.7 9.8 

文京 5.8 6.0 5.8 7.7 

台東 10.9 17.3 22.2 21. 6 

墨田 9.2 10.4 12.0 16. 7 

江東 12.9 17.4 18.0 14.9 

〈新区部〉品川 8.1 5.5 6.9 8.3 

目黒 8.3 6.9 7.1 8.7 

大田 8.1 7.7 8.4 10.7 

世田谷 7.7 6.2 6.1 7.2 

渋谷 6.9 6.2 6.7 6.4 

中野 12.3 10.7 9.0 9.6 

杉並 7.1 5.8 4.6 4.8 

豊島 11. 2 8.9 9.3 10.8 

ゴヒ 11. 3 11. 7 14.0 16.4 

荒川 17.6 20.5 22.6 17.3 

板橋 20.3 16.1 14.0 15.5 

練馬 9.7 10.2 10.0 12.5 

足立 29.9 26.5 22.2 23.9 

葛飾 17.1 13.2 12.1 13.5 

江戸川 13.8 11. 5 10.2 13.0 

市 部 10.6 7.7 9.2 9.6 

郡 部 15.8 13.9 9.7 8.1 

島 部 31.1 26.8 25.3 23.0 

全 国 16.3 13.0 12.1 12.2 

（引用） 図 4 に同じ
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表 6間
接
的
関
係
等
の
諸
関
係
と
し
て
考
察
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
よ
り
具
体
的
に
地
域
社
会
の
特
徴
と
し
て
核
家
族
や
老
人
の
一
人
暮
し
、

母
子
家
族
な
ど
と
い
っ
た
家
族
関
係
、
親
族
と
の
か
か
わ
り
、
近
隣
・
地
域
生
活
関
係
、
地
域
と
職
場
・
事
業
所
と
の
関
係
、
地
縁
・

職
縁
・
学
縁
関
係
、
人
種
関
係
、
来
住
者
・
移
民
・
外
国
人
労
働
者
と
の
関
係
、
階
級
関
係
等
に
お
け
る
関
係
の
あ
り
方
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
グ
の
あ
り
方
が
影
響
す
る
で
あ
ろ
う
。
欧
米
の
先
進
産
業
社
会
の
諸
都
市
で
は
移
民
や
外
国
人
労
働
者
等
を
め
ぐ
る
複
雑
な
人
種
関
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生
活
保
護
事
の
増
減
分
布
図
（
昭
和

40年
と
昭
和

55年
と
の
対
比
）
一
東
京
都
一~
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県
玉

埼

（
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）
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空
雪
ヨ
昭
和
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と
の
対
比
で
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一
昭
和

55
年
の
方
が
保
護
率
が
増
加

し
て
い
る
地
域
を
示
す
。

ー
ー
一
一
東
京
市

15区
当
時
の
〈
旧
区
部
〉
を
示
し
て
い
る
。

表
3
の
注
（

2
）
を
参
照
の
こ
と
。

一
一
ー
ー
都
心

3
区
（
千
代
田
，
中
央
，
港
）

こ
の
分
布
図
は
表

6
の
数
値
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

図
5

梨県
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係
が
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題
を
大
き
く
特
徴
を
つ
け
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
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(iv) 

行
政
上
の
対
応
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

都
市
・
産
業
・
住
宅
行
政
上
の
対
応
と
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
あ
り
方
も
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
を
大
き
く
左
右
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
我
が
国
の
資
本
主
義
経
済
が
日
露
戦
争
、
第
一
次
大
戦
を
契
機
に
工
業
生
産
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
重
化
学
工
業
化
が
進
む

に
つ
れ
て
、
人
口
の
大
都
市
集
中
、
諸
活
動
に
よ
る
都
市
地
域
の
膨
脹
、
居
住
環
境
の
悪
化
、
産
業
公
害
、
地
域
分
化
は
都
市
計
画
や

都
市
行
政
、
都
市
経
営
を
緊
急
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

一
九
二
O
年
（
大
正
九
年
）
都
市
計
画
法
、
市
街
地
建
築
物
法
が
施
行

さ
れ
近
代
国
家
法
制
の
制
約
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
「
住
居
地
域
」
「
工
業
地
域
」
「
商
業
地
域
」
「
未
指
定
地
域
」
な

ど
の
用
途
地
域
制
も
導
入
さ
れ
た
。
第
二
次
大
戦
後
も
巨
大
都
市
圏
の
拡
大
膨
脹
と
過
密
が
進
む
な
か
で
、
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
、

産
業
の
増
大
を
抑
制
し
地
方
定
住
、
地
方
分
散
を
図
る
中
央
か
ら
の
国
家
政
策
が
強
力
に
推
進
さ
れ
て
き
た
。

首
都
圏
（
一
都
七
県
）
で
も
、
既
成
市
街
地
へ
の
人
口
と
産
業
の
集
中
抑
制
、
広
域
的
整
備
、
産
業
基
盤
の
拡
充
の
た
め
に
昭
和
三
一

年
に
首
都
圏
整
備
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
現
在
第
三
次
首
都
圏
基
本
計
画
が
推
進
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
五
一
年
度
か
ら
昭
和
六0
年
度
ま

で
の
一
0
カ
年
計
画
）
。
工
業
集
中
の
抑
制
の
た
め
の
規
制
お
よ
び
促
進
の
た
め
の
法
制
と
し
て
、
昭
和
三
四
年
に
既
成
市
街
地
に
お
け

る
工
業
等
制
限
法
（
昭
和
三
九
年
お
よ
び
昭
和
四
七
年
一
部
改
正
）
（
制
限
地
域
を
指
定
し
て
作
業
面
積
五

0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
新
増
設
を
原

則
的
に
禁
止
し
て
い
る
、
制
限
対
象
地
域
は
、
例
え
ば
東
京
大
都
市
圏
で
は
改
正
分
を
含
め
て
、
東
京
都
区
部
、
武
蔵
野
市
、
三
鷹
市
、
横
浜
市
六

（
幻
）

三
m
、
川
崎
市
三
二
m
、
川
口
市
八
m
な
ど
で
あ
る
）
。
昭
和
三
四
年
の
工
場
立
地
と
環
境
保
安
の
適
正
に
関
す
る
工
場
立
地
法
、
昭
和
四
七

k
 

年
に
は
工
場
移
転
促
進
地
域
（
東
京
都
区
部
、
横
浜
市
、
川
崎
市
な
ど
）
と
誘
導
地
域
を
定
め
移
転
工
場
へ
の
優
遇
措
置
を
こ
う
ず
る
こ
と

に
よ
り
工
業
の
再
配
置
を
図
ろ
う
と
す
る
工
業
再
配
置
促
進
法
等
が
制
定
実
施
さ
れ
て
き
た
。
大
正
八
年
制
定
の
旧
都
市
計
画
法
も
、



昭
和
四
三
年
に
改
定
さ
れ
た
（
新
法
）
。
そ
れ
に
よ
っ
てi
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
、
促
進
区
域
（
市
街
地
再
開
発
促
進
区
域
、

住
宅
街
区
整
備
促
進
区
域
）
の
設
定
、
日
権
限
の
地
方
移
譲
、
…
凹
住
民
参
加
手
続
き
の
創
設
等
が
も
り
込
ま
れ

土
地
区
画
整
理
促
進
区
域
、

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
人
口
や
工
場
、
大
学
等
の
抑
制
策
と
分
散
策
に
み
る
都
市
・
産
業
行
政
は
、

大
都
市
の
都
心
部
、

都
心
周
辺
地

区
、
内
部
地
区
に
お
い
て
極
め
て
大
き
な
規
定
要
因
と
し
て
作
用
し
て
き
た
。
そ
し
て
新
た
に
、
既
成
市
街
地
か
ら
の
工
場
流
出
・
分
散
、

業
務
管
理
機
能
・
流
通
機
能
の
過
度
の
集
積
、
定
住
夜
間
人
口
の
減
少
と
空
洞
化
、
改
善
の
進
ま
な
い
居
住
環
境
、
防
災
、

工
場
跡
地

利
用
、
都
市
生
活
施
設
等
の
問
題
を
前
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
再
開
発
構
想
が
模
索
さ
れ
、
再
開
発
事
業
が
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
て
い

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（）｜｜合）

る
。
わ
が
国
の
都
市
・
産
業
行
政
は
近
代
の
中
央
集
権
的
な
国
家
体
制
の
も
と
で
歴
史
的
に
も
中
央
主
導
型
、
中
央
指
向
型
の
特
徴
が

強
く
、
そ
の
限
り
で
行
政
指
導
や
遂
行
力
の
点
で
評
価
さ
れ
る
面
も
あ
る
が
、
全
体
社
会
の
構
造
変
化
、
各
都
市
や
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の

動
向
、
地
域
産
業
・
経
済
の
動
向
に
つ
い
て
の
適
切
な
把
握
、
中
小
零
細
工
場
・
企
業
へ
の
対
応
、
自
治
体
の
行
財
政
力
・
自
治
能
力

の
積
極
的
な
育
成
、
地
域
住
民
の
ニ
i

ズ
や
地
域
産
業
・
経
済
力
の
革
新
に
対
応
し
た
職
業
・
技
能
訓
練
、
生
涯
教
育
、
雇
用
政
策
、

雇
用
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
移
、
公
的
住
宅
政
策
の
質
的
転
換
、
災
害
・
公
害
対
策
、
大
都
市
再
開
発
へ
の
民
間
セ
ク
タ
ー
の
積
極

的
導
入
等
が
立
ち
遅
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

イ
ン
ナ
i
シ
テ
ィ
問
題
は
行
政
対
応
の
如
何
、
立
ち
遅
れ
た
、
あ
る
い
は
誤

ま
っ
た
行
政
対
応
に
よ
っ
て
も
大
き
く
つ
く
ら
れ
て
い
く
。

そ
し
て
、
地
域
問
題
や
地
域
社
会
を
め
ぐ
る
行
政
の
対
応
と
同
様
に
、
地
域
住
民
の
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
が
検
討
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
を
大
き
く
特
徴
づ
け
る
の
は
、
こ
の
大
都
市
内
部
地
域
住
民
自
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
さ

ま
ざ
ま
な
試
み
、
地
域
集
団
活
動
、
地
域
生
活
関
係
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
等
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
大
都
市
内
部
地
域
は
す
で
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に
既
成
市
街
区
と
し
て
長
い
都
市
形
成
史
を
も
ち
古
い
町
並
や
街
区
を
も
っ
一
方
で
、

工
場
転
出
・
廃
業
・
転
業
等
に
よ
る
跡
地
利



用
、
老
朽
建
築
物
、
中
高
層
住
宅
化
、
再
開
発
事
業
等
で
急
速
に
様
相
を
一
変
し
つ
つ
あ
る
地
域
で
あ
る
。
従
っ
て
、
住
民
構
成
や
住

民
層
も
多
様
で
流
動
的
で
も
あ
る
。
代
々
の
地
づ
き
層
、
生
涯
に
わ
た
る
長
期
の
来
住
定
住
民
層
、
比
較
的
に
短
期
の
住
民
層
、
時
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的
な
流
入
層
等
と
多
様
で
あ
り
、
そ
し
て
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
地
域
の
年
齢
構
成
に
お
い
て
は
高
老
齢
層
に
著
し
く
傾
き
、
就
労

構
造
に
お
い
て
も
小
零
細
の
自
営
・
家
族
従
業
層
、
不
安
定
就
労
層
が
多
く
、
厳
し
い
競
争
条
件
、
生
活
条
件
と
後
継
者
難
等
の
た
め

に
安
定
性
や
将
来
性
が
乏
し
い
状
況
に
あ
り
、
居
住
歴
や
定
住
志
向
か
ら
い
っ
て
も
根
づ
き
層
、
根
ざ
し
層
、
根
こ
ぎ
層
、
根
な
し
層

が
混
在
し
流
動
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
は
、
町
会
・
町
組
組
織
や
自
治
会
組
織
の
維
持
・
統
合
・
発
展
・

形
成
も
難
し
く
な
り
が
ち
で
あ
り
、
地
域
諸
集
団
の
活
動
も
行
政
主
導
で
進
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

地
方
自
治
行
政
や
地
元
の
地
域
行
政
も
大
都
市
行
政
が
大
規
模
巨
大
機
構
化
が
進
み
地
域
行
政
や
権
限
が
中
央
集
中
化
し
易
く
行

政
・
教
育
・
医
療
・
福
祉
職
員
も
地
元
住
民
外
の
職
員
が
多
く
な
り
が
ち
で
、
そ
う
し
た
行
政
機
構
と
人
事
配
置
の
も
と
で
地
元
の
地

域
問
題
や
住
民
要
求
か
ら
か
け
離
れ
る
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
旧
い
既
成
市
街
地
と
し
て
、
学
校
施
設
、
保
健
所
、
図
書

館
な
ど
の
施
設
が
や
は
り
古
く
老
朽
化
し
た
ま
ま
残
っ
て
い
る
一
方
で
、
新
た
に
大
規
模
な
医
療
施
設
・
社
会
福
祉
施
設
・
教
育
施
設
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
が
設
置
さ
れ
て
も
住
民
側
・
夜
間
人
口
者
側
に
と
っ
て
は
意
外
と
利
用
し
に
く
く
遊
休
化
し
か
ね
な
い
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
住
民
組
織
、
地
域
活
動
、
都
市
施
設
活
用
等
を
め
ぐ
っ
て
、
行
政
、
地
域
住
民
、
事
業
所
関
係
者
の
相
互
間
、
そ
し
て
住
民
各

層
聞
の
相
互
の
交
流
と
連
繋
、
連
帯
を
積
極
的
に
図
る
試
み
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
大
都
市
構
造
の
変
動
の
も
と
で
、
郊
外
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
都
心
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
イ
ン
ナ
！
シ
テ
ィ
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
、
地
域
社
会
や
地
域
福
祉
の
相
互
に

共
通
の
基
本
的
な
水
準
（
シ
ピ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
）
を
策
定
し
つ
つ
、
各
々
の
特
徴
に
対
応
し
て
模
索
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題
は
、
こ
う
し
た
地
域
内
部
の
自
主
的
自
律
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
努
力
に
よ
っ
て
も
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
大
き
く
、
イ
ン
ナ
i

シ
テ
ィ
問
題
地
域
を
現
出
さ
せ
拡
げ
た
り
縮
小
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
わ
れ
わ
れ



は
、
大
都
市
の
社
会
経
済
的
構
造
変
化
の
側
面
ば
か
り
で
は
な
く
、
地
域
内
部
の
日
常
的
な
諸
集
団
活
動
、
日
常
的
な
生
活
場
面
・
生
活

ス
タ
イ
ル
・
生
活
意
識
、
生
活
史
、
都
市
民
俗
、
都
市
宗
教
、
都
市
風
俗
、
都
市
景
観
等
に
も
よ
り
多
く
の
眼
を
注
ぐ
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア (Jll合）

（1
）
L

・
ワ

I

ス
（
高
橋
勇
悦
訳
）
「
生
活
様
式
と
し
て
の
ア
l

バ
ニ
ズ
ム
」
（
一
九
三
八
年
）
鈴
木
広
訳
編
『
都
市
化
の
社
会
学
』
所
収
、
誠
信
書
房
、
一
九
六
五
年
、

－
『
・
同
・
宮
己
目
。
ァ
円
、
ユ
ロ
お
め
色
町
叫

C
E
S
S
a
s
q
ユ
門
恒
三N邑
句
。
口
な
さw
（
別o
E
H
O仏
関m
w
h
v同
m
m
pロ
可
伊
巳
w
Hむ
斗
斗
）
・

（2
）
『
社
会
学
評
論
（
特
集
｜
都
市
化
の
理
論
）
』
第
一
一
一
一
巻
三
号
、
一
九
六
二
年
一

O
月
、
そ
こ
で
は
矢
崎
武
夫
、
近
江
哲
男
、
奥
田
道
大
、
新
明
正
道
、
磯
村
英
て

倉
沢
進
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
都
市
問
題
（
特
集
｜
都
市
化
）
』
一
九
六
二
年
四
月
号
。

（3
）
戸
〈

S
Z
4
四
S

内
田
「
出
・
同
－E
g
g

－
N叫
同
町
帆
G
s
a
H
U
G
－r
R
b
同
町5
6
3
s
s
h
E
U
1
0
2
F
W

（m
m
v
一
円
。
口
出
。
5
0
・
H
8
0）w
S
・5
？
M
M
0・F
ロ
E
d
司
申
立
＼C
F
Pロ
向
山
口
問

ロ
『
ヴ
戸
ロ
切
け
吋
口
三
日
・

0
E

閉
口
さ
り
ヘ
・
『
z
b

噌
刊
誌9
2
0
H
H
Z
h
sミ
仇
g
s
b
s
e

さ
M
h
w品m
H
w
m
m
り
H
－w
H
ω∞0
・
回
以y
m
N
1
4
F切
－h
・H
L・
回
。
吋3
1・
J
H円
σ
H
H
H
H
K
P
S

。
ロ

m
w
H
H
品

。
。
ロ
ロ
芯
吋
己
吋
げ
胆
巳

N
P
2
0ロ

E
H
y
o
d
E
H
a
m
g
g
回
J
凶J
Z
K
H
S
S
9
2
c
＼
S
由

b
s
m『
仇q
Q唱H
h
n
p
n四
時
三
世
w
h
H
U
H
－
M刷
会T
H
m
v∞。w
H
V
H
Y
Z
I
N
G

－

（4
）
Z
・
〈
P
ロ
Y
0
4
0
Pロ
仏
「
国
・
同
z
g
窓
口

w
H
F弘
子
同
S
U
E
d司
目
立
－N
F詑
－w

（5
）
の
・
旬
。
ロg
－
J
V
O
H
｝
巳9
2
0ロ
ロ
2

ロ
ロ
o
z
g
t
o
p
s
z
q吋
－F
Q
a
b
会
主
せ
ね
に
D
S
R
S
A出
忌
由

H
a
s明
暗
・
町
公
日
子
包
・
。
。
ロ
ロ
旬
。
ロ

0
9

（
凸Hd
d司
口
出
A
W
H
E
W
F
o

ロ
円
目
。
P

H
C
J
3）w
害
－
H
U
H－－
M
H
N・

（6
）
神
戸
都
市
問
題
研
究
所
編
『
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
再
生
の
た
め
の
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
』
（
前
出
）
、
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編
『
現
代
大
都
市
の
構
造
』
（
前
出
）
、

同
編
『
大
都
市
の
衰
退
と
再
生
』
（
前
出
）
。

（7
）
清
成
忠
男
「
都
市
経
済
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
中
小
企
業
」
『
都
市
問
題
研
究
』
第
三
四
巻
一
一
号
、
一
九
八
二
年
一
一
月
、
こ
の
論
文
の
中
で
「
：
：
：
わ
が
国
の
大
都

市
は
必
ず
し
も
衰
退
過
程
に
入
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題
も
他
の
地
域
問
題
に
優
先
し
て
解
決
す
べ
き
状
態
に
た
ち
い
た
っ
て
い
る

と
は
思
え
な
い
」
（
二
六j
二
七
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同ν・
回
目g
g

門
戸
。
・
同g
m
y
J
E
g
仲
立
包
ロ
2

ロ
ロ
叩
自
仏
ロ
ロ
O
B
同V
Z
U
可H
g
E
H
ロ

5
0
H
P
ロ
2
g
q

〉
吋
叩
伊
田
口
同
の
吋
由
主
国
立S
Z
H
O

阿W
O
J
己
申d『
O
］
「H
V冊
目
4
日
仏
∞
ロ
ロ
O
V
門
片
手Q
S
N山
門
誌
円
四
出
町

F
H
P
H
C∞
N
り
り
・
H
I
H
U・

（8
）
君
嶋
武
胤
「
川
崎
市
の
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題
」
『
住
宅
』
第
二
九
巻
七
号
、
一
九
八O年
七
月
。
「
東
京
に
も
都
市
衰
退
化
の
波
」
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八

O
年

九
月
三
日
付
）
、
東
京
都
市
計
画
局
『
工
業
等
制
限
に
伴
う
影
響
調
査
｜
東
京
の
工
場
の
実
態
調
査
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

l

』
昭
和
五
七
年
七
月
。
ま
た
最
近
で
は

大
都
市
工
業
地
帯
の
「
再
生
」
を
め
ぐ
っ
て
工
場
規
制
緩
和
も
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
来
て
お
り
、
中
小
企
業
に
新
増
設
を
認
め
る
「
徴
調
整
」
や
都
市
計
画
法
や
用
途

地
域
制
の
見
直
し
な
ど
を
図
る
方
向
に
動
き
出
し
て
来
て
い
る
。
（
「
京
浜
」
再
生
ヘ
カ
ツ
」
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
三
年
一
月
二
八
日
付
）
、
「
工
場
制
限
法
を
緩
和
」

（
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
三
年
二
月
二
二
日
付
）
。
「
都
『
立
体
用
途
規
制
』
導
入
へ
」
（
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
三
年
三
月
二
三
日
付
）
。

（9
）
東
京
都
立
労
働
研
究
所
編
『
東
京
に
お
け
る
離
職
者
の
生
活
実
態
』
、
東
京
都
立
労
働
研
究
所
、
一
九
八

O
年
、
東
京
都
立
労
働
研
究
所
『
小
零
細
企
業
に
お
け

る
中
高
年
令
者
の
労
働
と
職
種
』
、
一
九
八O年
。
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（
叩
）
〉
・
円
〈
伊
ロ
田
伊
ロ
ふ
り
・
明
」
お
吋
回
目
。

υご
巾
仏
国
－
w
凶1～g
h
苦
言
明
守
内
公
昭
一
h
s
H
M
U

』
色
町
三
喜
円
a
s
h品
旬
、
司
H
b
s門
司M
h
w（
国
自
由
ロ
o
g
P
H
5
・
5
∞
O
）W
C
・O
－
m
口
｝
戸
当
官
司
仲

N
・
0
品
－
－
w
k
E言
、
言
ロ
由
円
四

ι吉
弘
H
h
h
w
円3
9

－H
N
Q円
｛O
S
Q
S

色
町
坤
刊
誌
ミ
町
公
な
タ
（

F
O
M
g
m
叫
件
。
ロ
切
。

o
w∞
－
H
C∞
H
）
・
。
・1『
。
ロgw
O
仏
匂
.. 
句
『F
e
s
b
毛
主
言
、
又os
a
s
門
出H
F由
。
言
問
可
。
広
ωご
（
凸
吋
。
。
g

問
。
－s
－

H
C斗
む
）wM
V・同
色H
U
E－w
同
】
一
言
」
「
さ
認
可
円
札
円
目
、
宮
内

C
S
N
m
N
F（
出
。
日
目
。
呂
田
－

H
H
F
H
C∞同
）w司
・
巴
ロ
伊
国
営
丘
の
・
同

g
m
州
｝rJ
ロ
門
吉
田
可E
－
u
s
H
E
O
F
H戸
内
田
口
ロ
O
H回
目V
H
C
ヨ
g
E

E

仲
y
o
Hロ
ロ
叩
吋
。1
u『
〉
吋
o
p
m
o
同
C
H
1
0
P
H
切
ユ
E
Z
H

〉

H
W
0
4
H
m
d

『
。
同
喜
四
国
巳
円
同
四
回
2

・ 3

円
、
泊
三
宮
詩
句
E
E
8
・
4
。
－
－H
P
H
ω∞N
W。
匂
－H
I
H
U・

（
日
）
2
8

∞
E
E
q
w
J
Z
H
ロ
ロ
2
g
q
v
p
Z
5

冨
月
w
o
f沼
宮
内
、
司
、
F
p
s
b
さ
ヱ
S
S
S
9

立

H言
』
ー
さS
1
s
s
w
a
－
－
。
・1『
。
ロ0・
C
M
U
－
－
r
s

－
E
I
O
U－

（
臼
）
一
九
八
三
年
一
月
、
二
月
の
完
全
失
業
率
が
二
・
七
二
%
、
ニ
・
七
一
%
と
非
常
に
高
く
、
昭
和
二
八
年
以
来
最
悪
の
数
値
と
な
り
一
用
情
勢
の
厳
し
さ
を
示
す

と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
実
態
の
適
確
な
把
握
と
一
用
対
策
の
た
め
に
も
、
地
域
的
分
析
と
男
女
別
分
析
等
を
含
め
調
査
対
象
、
分
析
概
念
や
調
査
方
法
等
の
再
検
討
も
必

要
で
あ
ろ
う
。

（
日
）
東
京
都
『
東
京
の
土
地
問
題
』
、
一
九
八O年
五
月
、
二
七
1

二
八
頁
。

〈U
）
東
京
都
『
東
京
都
の
人
口
移
動
の
実
態
上
東
京
都
居
住
環
境
等
移
動
理
由
別
人
口
調
査
結
果

l
h

一
九
七
六
年
、
東
京
都
中
央
区
・
首
都
圏
総
合
計
画
研
究
所
『
転

出
入
人
口
動
態
調
査
』
、
一
九
八O
年
九
月
。

（
日
）
冨
ロ
吋EU
1
冨
丘
窓
口
－J
A
H内
E
g

『
E
E
H
z
v
bさ
ミ
帆
n
s
s

切
ロ
ロ
帆
o
r
t
n
o
円
切
さ
同
町
、
開
会
〈
。
－
－

A
5・
z
。
・
ゲ
句
。
げ
－H
C斗
∞
・
目
当
・
ω
I
N
N－

（
日
）
東
京
都
労
働
経
済
局
『
東
京
の
労
働
（
昭
和
五
四
年
版
）
』
、
一
一
一
一
一
一
一
ー
一
三
四
頁
。
勤
労
者
世
帯
と
農
家
世
帯
の
所
得
比
較
に
お
い
て
も
、
最
近
で
は
、
世
帯
当

り
・
世
帯
員
一
人
当
り
所
得
・
一
人
当
り
可
処
分
所
得
で
も
農
家
世
帯
の
方
が
上
ま
わ
っ
て
き
て
い
る
。
加
用
信
文
監
修
『
改
訂
日
本
農
業
基
礎
統
計
』
農
林
統
計
協

会
、
一
九
七
七
年
、
二
七
頁
。

（
口
）
全
国
に
つ
い
て
は
『
厚
生
の
指
標
（
臨
時
増
刊
）
（
国
民
の
福
祉
の
動
向
）
』
第
二
八
巻
一
一
号
、
七
七
頁
、
東
京
都
に
つ
い
て
は
東
京
都
『
社
会
福
祉
統
計
（
昭

和
五
六
年
版
』
。

（
時
）
東
京
都
立
大
学
都
市
研
究
会
編
『
都
市
構
造
と
都
市
計
画
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
年
、
特
に
第
皿
部
「
都
市
計
画
に
関
す
る
研
究
」
を
参
照
の
こ
と
。

〈
凶
）
堀
内
享
一
『
都
市
計
画
と
用
途
地
域
制
』
西
図
書
店
、
一
九
七
八
年
、
拙
稿
「
「
月
島
調
査
」
再
考
察
｜
わ
が
国
近
代
都
市
労
働
者
生
活
の
形
成
と
「
月
島
調
査
」

｜
」
（
前
出
）
。

（
加
）
東
京
都
『
都
市
計
画
概
要
（
一
九
七
九
年
）
』
、
五
頁
。

（
幻
）
石
田
頼
房
「
大
都
市
圏
の
発
展
と
計
画
｜
戦
後
の
大
都
市
圏
計
画
の
変
選
」
東
京
都
立
大
学
都
市
研
究
会
編
『
都
市
構
造
と
都
市
計
画
』
（
前
出
）
、
六
四
八
頁
。

制

社
会
過
程
と
し
て
の
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
大
都
市
の
構
造
変
化
と
都
市
問
題
の
再
検
討
、イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
に
お
け
る
諸
変
化
に
つ
い
て
言
及
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し
て
き
た
が
、
次
に
イ
ン
ナ

I

シ
テ
ィ
問
題
を
一
連
の
動
態
、
社
会
過
程
と
し
て
理
論
的
な
観
点
か
ら
検
討
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で

は
基
本
的
な
観
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
に
と
ど
め
た
い
。

、
‘
．
，
，

・

2
A

’
’I
、

イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
に
お
け
る
諸
変
化
の
類
型
化

と
イ
ン
ナ
i

シ
テ
ィ
問
題

大
都
市
の
構
造
変
化
を
イ
ン
ナ
I

シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
、
内
部
地
区
に
焦
点
を
あ
て
て
、
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、
あ
く
ま
で
大
都
市

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア CJll合）

構
造
は
歴
史
的
社
会
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
内
部
地
区
や
イ
ン
ナ
i
シ
テ
ィ
問
題
を
予
め
特
定
確
定
し
た
り
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
本
論
で
は
、
多
分
に
仮
設
的
、
方
法
的
・
機
能
的
な
視
点
か
ら
、
大
都
市
圏
に
お
け
る
中
心
市
、
周
辺
市
町
村
、
更
に

中
心
市
と
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
、
す
な
わ
ち
内
部
地
区
（
こ
こ
で
は
具
体
的
に
は
都
市
形
成
史
を
踏
ま
え
て
、
東
京
都
区
部
の

A
旧
区
部
V

か
ら
A都
心
地
区
V
を
除
い
た
地
区
を
方
法
的
に
操
作
的
に
仮
定
）
の
三
重
の
地
域
を
設
定
し
て
、
特
に
イ
ン
ナ
i
シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
に
お
け

る
諸
変
化
を
み
て
き
た
。
①
都
市
化
と
差
別
的
社
会
移
動
、
②
産
業
構
造
の
転
換
と
就
労
構
造
の
変
化
、
③
都
市
生
活
環
境
・
生
活
水

準
・
生
活
意
識
・
社
会
関
係
の
諸
変
化
、
④
行
政
上
の
対
応
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
と
い
う
諸
点
に
つ
い
て
、
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
・

エ
リ
ア
の
変
化
の
概
括
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
イ
ン
ナ
i
シ
テ
ィ
問
題
は
、
②
産
業
構
造
の
転
換
と
就
労
構
造
の
変
化
を
中
心
と
し
た
、

他
の
諸
変
化
の
複
合
と
し
て
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
産
業
構
造
の
転
換
に
つ
い
て
も
、
こ
の
地
区
で
は
従
来
型

の
工
業
、
工
場
の
経
済
基
盤
の
弱
体
・
衰
退
の
場
合
も
あ
る
し
、
都
市
型
工
業
地
区
・
商
業
地
区
・
都
市
機
能
拡
充
地
区
と
し
て
の
再

活
生
化
、
住
居
地
域
化
、
混
合
地
域
化
等
の
場
合
も
あ
る
し
、

一
様
で
は
な
い
。

図
1

に
示
し
た
よ
う
に
、

イ
ン
ナ
I

シ
テ
ィ
問
題
の
も
っ
と
も
複
合
的
・
顕
在
的
な
問
題
領
域
は
類
型

P

で
あ
る
が
、
矢
印
に
あ
る

139 

よ
う
に
類
型
P

に
至
る
、
あ
る
い
は
陥
い
る
可
能
性
は
い
く
つ
も
あ
る
わ
け
で
、
も
っ
と
も
複
合
的
・
顕
在
的
な
類
型
P

だ
け
に
焦
点



インナーシティ・エリアにおける諾変化の類型化

④
 

+ 
③
 

の
テ
上
ニ
政
と
ュ
成

行
応
ミ
形

④
対
コ
イ

境
準
係

環
水
関

活
活
会

生
生
社

③
・

④
 

十③
 

（ー）（ー）(+)(+) 

c B ①＋②｜（十） I A 

(+) 
①都市化 I IE 
と社会移動｜

I （ー）

②産業構造｜ II 
と就労構造｜

I （ー）

（注） ( 1 ）図の中の（＋） （ー）は，（＋）は各側面・要因の良好・改善、
（一）は悪化・衰退を意味しているが、その実際の基準設定
は難しい。この図では、分析上、あくまで理念的・相対的
に判断して区別してあるにすぎない。

(2 ）~~陸翻はいず主主ムンナーシティ問題の諸特
徴領域・過程をさしており、盤幽はそのもっとも複合的・
顕在的特徴・過程を意味している。

を
あ
て
て
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
や
イ
ン
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図 1

、
、
，
，
，

Hnu 

，
，E
‘
、

ナ
シ
l

テ
ィ
問
題
を
み
よ
う
と
す
る
と
、
他
の

類
型
群
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。
類
型

群
M
・

N
・
0

、
類
型
群
D
・

H
・

L

、
そ
し

て
類
型
群
F

・

G

・
J

・

K
も
イ
ン
ナ
l

シ
テ

ィ
問
題
の
諸
特
徴
と
過
程
を
示
し
て
い
る
と
い

え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
イ
ン
ナ
！
シ
テ
ィ
・

エ
リ
ア
の
広
が
り
ゃ
イ
γ
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題
の

内
容
も
一
連
の
動
態
、
社
会
過
程
と
し
て
考
察

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

地
域
問
題
・
社
会
問
題
の
一
つ
と
し
て
の
イ
ン
ナl
シ
テ
ィ
問
題

わ
が
国
の
、
特
に
第
二
次
大
戦
後
の
社
会
変
動
を
み
た
時
に
、
急
速
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、
技
術
革
新
、
輸
送
手
段
の
発
達
、

工
業

化
、
産
業
構
造
の
転
換
政
策
等
の
た
め
に
旧
来
隆
盛
の
鉱
業
、
工
業
地
域
・
都
市
の
衰
退
崩
壊
、
急
激
で
広
範
な
人
口
過
疎
化
、
大
都

圏
過
密
化
を
も
た
ら
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
問
題
を
ひ
き
起
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
都
市
内
部
の
イ

γ
ナ

ー
シ
テ
ィ
問
題
も
こ
う
し
た
現
代
産
業
社
会
に
お
け
る
社
会
変
動
の
一
連
の
構
造
変
化
に
お
け
る
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
必
要



が
あ
る
。
山
村
や
地
方
に
お
け
る
林
業
、
農
業
、
漁
業
、
（
そ
し
て
鉱
業
）
な
ど
第
一
次
的
産
業
の
産
業
・
労
働
基
盤
の
衰
退
と
破
壊
、

若
年
層
・
壮
年
層
の
人
口
流
出
と
人
口
過
疎
化
、
生
活
構
造
の
変
化
と
破
壊
、
地
域
集
団
活
動
の
衰
退
、

と
い
っ
た
一
連
の
動
き
の
悪

循
環
構
造
化
と
、
企
業
城
下
町
と
し
て
の
重
化
学
工
業
都
市
等
の
表
退
化
、
そ
し
て
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
は
、
衰
退
化
と
再
生
化
の

構
造
と
を
共
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

従
っ
て
、
地
域
問
題
の
解
決
は
、
そ
れ
ら
問
題
地
域
を
か
つ
て
の
産
業
・
地
域
・
社
会
構
造
に
そ
の
ま
ま
復
旧
・
復
元
す
れ
ば
よ
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
全
体
社
会
的
な
、
国
際
的
な
構
造
変
化
に
対
応
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
の
あ
り
方
、
現
実
と
目
標
、
遂

行
課
題
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ナ

l

シ
テ
ィ
問
題
研
究
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
イ
ン
ナ

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

ー
シ
テ
ィ
・
地
区
は
国
際
的
な
脈
絡
に
お
い
て
英
国
の
経
済
と
社
会
を
基
底
し
て
い
る
諸
力
に
よ
っ
て
引
き
起
さ
れ
て
い
る
現
象
と
し

て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
、
イ
ン
ナ
！
シ
テ
ィ
は
も
っ
と
も
緊
急
な
焦
点
と
し
て
の
調
査
研
究
対
象
で
は
な
い
し
、
排
他
的
な
イ
ン
ナ
l

(1
) 

シ
テ
ィ
の
問
題
対
象
化
は
誤
ま
っ
た
解
釈
や
誤
ま
っ
た
方
向
に
導
か
れ
や
す
い
、
と
い
う
指
摘
は
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
問
題
と
し
て
の
関
連
性
、
共
通
性
と
特
異
性
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
（
内
外
の
）
大
都
市
内
部
地
域
の
イ
ン
ナ
i

シ
テ
ィ
問
題
自
体

の
共
通
性
と
差
異
、
諸
類
型
等
を
考
察
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

…
凹

複
合
的
剥
奪
化
と
社
会
的
不
平
等

イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
と
し
て
、
具
体
的
に
逆
都
市
化
、
人
口
空
洞
化
や
差
別
的
な
人
口
移
動
、

工
場
流
出
や
工
場
閉
鎖
、
経
済
基

盤
の
低
下
、
不
安
定
就
労
や
低
所
得
、
居
住
条
件
や
住
環
境
の
悪
化
、
社
会
関
係
の
分
断
や
対
立
、
行
政
上
の
誤
ま
っ
た
対
応
、

コ
ξ
、

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
弱
体
等
々
と
提
起
さ
れ
る
諸
現
象
を
理
論
的
に
、
ま
た
実
証
的
に
も
ど
の
よ
う
に
理
解
し
測
定
・
検
証
す
れ
ば
よ
い

141 

の
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
は
、
い
ろ
い
ろ
の
視
点
か
ら
問
題
が
提
起
さ
れ
現
実
的
な
対
策
が
緊
急
に
必
要
と
さ
れ
つ
つ
も
、



必
ず
し
も
理
論
的
な
解
明
や
実
証
的
な
調
査
が
充
分
深
め
ら
れ
て
は
い
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
は
一
定
の
環
境
に
お
か
れ
た
諸
個
人
や
資
本
主
義
社
会
、
社
会
主
義
社
会
に
特
定
化
さ
れ
ず
に
現142 

代
産
業
社
会
の
構
造
的
変
化
、
大
都
市
構
造
変
化
の
も
と
に
お
い
て
強
い
ら
れ
た
生
活
破
壊
と
い
う
現
代
的
な
貧
困
、
複
合
的
剥
奪
化

（
自
己
ε
H
O
品
。
胃
守
主
o
ロ
）
の
一
形
態
と
し
て
考
え
た
い
。
①
単
に
貧
困
状
態
に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
変
動
過
程
に
お
い
て
こ
れ
ま
で

の
生
活
状
態
が
相
対
的
に
も
絶
対
的
に
も
壊
さ
れ
、
む
し
ろ
社
会
的
に
剥
奪
さ
れ
不
利
益
に
さ
ら
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
そ
の
地
域
的
な
集
約
が
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
で
あ
り
、
過
疎
開
題
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
②
更
に
先
の
図
6

に
示
唆
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
そ
の
剥
奪
化
は
単
一
の
個
別
の
そ
れ
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
諸
領
域
に
重
層
す
る
複
合
的
な
剥
奪
化
と
し
て
把
握
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
③
イ
ン
ナ
i

シ
テ
ィ
的
な
問
題
状
況
が
大
都
市
の
内
部
地
区
と
い
う
地
域
で
個
々
別
々
に
個
々
人
に
結
果
的
に
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
個
々
の
側
面
、
現
象
と
共
に
、
そ
こ
に
共
有
さ
れ
る
構
造
や
原
因
を
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
て
考
察
し
て
い
く
か
と

(2
) 

い
う
構
造
的
考
察
が
課
題
と
な
る
。
c

・
ハ
ム
ネ
ッ
ト
も
、
都
市
問
題
、
イ
ン
ナ
i
シ
テ
ィ
問
題
を
め
ぐ
る
諸
理
論
モ
デ
ル
（
①
貧
困
文

化
モ
デ
ル
、
2

－z
g

。
片
岡
5
4
0
『
ヲ
②
剥
奪
循
環
モ
デ
ル
、
0
3
H
O
乱
含
耳
目

g

門
戸
。
P

③
制
度
的
機
能
不
全
モ
デ
ル
、
山
口
由
民
E
2
8
9
H
E

巴
2
5
t

。
ロ
山
口
問
・

④
資
源
と
機
会
の
不
適
切
配
分
モ
デ
ル
、
虫
色
内
四
回
目
可
山
富
件
目
。
ロ
。
同
『

g
g
z
g
g

色
。
8

。
ュ
5
5
2

・
⑤
構
造
的
階
級
闘
争
モ
デ
ル
、
a
g
o
E
E

－
o
H
g
m

(3
) 

g
ロ
虫
色
を
と
り
あ
げ
て
、
「
貧
困
文
化
」
論
や
「
剥
奪
循
環
」
論
等
を
批
判
し
て
「
構
造
的
説
明
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
た
。
特

に
雇
用
・
居
住
条
件
・
教
育
市
場
上
の
地
位
の
相
互
関
連
し
た
弱
い
、
不
利
益
な
市
場
的
地
位
（
g

島
町
忠
旬
。
岳
山
。
ロ
）
の
視
点
か
ら
複
合

的
剥
奪
化
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
構
造
的
説
明
・
接
近
法
を
強
調
す
る
あ
ま
り
に
、
「
個
人
主
義

的
接
近
法
」
や
文
化
論
的
説
明
を
排
他
的
に
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
造
や
構
造
変
革
を
に
な
う
個
々
の
人
々
の
か
か
わ
り
、
す
な

わ
ち
構
造
化
、
社
会
過
程
の
側
面
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
貧
困
化
、
剥
奪
化
、

不
平
等
化
を
個
々
の
生
活
過
程
に
そ
く
し
踏
ま
え

つ
つ
よ
り
複
合
的
に
・
構
造
的
に
・
社
会
的
に
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
個
人
主
義
的
接
近
と
構
造
的
接
近
と
を
分
極



し
対
立
さ
せ
る
理
論
構
築
の
試
み
は
適
切
で
は
な
い
。

(iv) 

イ
ン
ナ
！
シ
テ
ィ
問
題
の
影
響

現
代
の
先
進
産
業
社
会
の
イ
ン
ナ
！
シ
テ
ィ
問
題
は
、
社
会
構
造
上
の
全
体
的
な
構
造
変
化
の
過
程
に
お
い
て
、
大
都
市
内
部
地
区

の
地
域
住
民
が
雇
用
・
住
居
・
教
育
訓
練
等
の
弱
い
市
場
的
地
位
に
お
か
れ
る
こ
と
に
よ
る
生
活
機
会
・
生
活
資
源
・
生
活
様
式
・
生

活
関
係
の
複
合
的
剥
奪
化
に
さ
ら
さ
れ
社
会
的
水
準
に
照
ら
し
て
社
会
的
な
不
平
等
化
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
先
進
産
業
社
会
の
全
体
的
な
構
造
変
化
、
脱
産
業
社
会
化
の
動
き
の
も
と
に
お
い
て
過
疎
問
題
、
農
業
衰
退
、
公
害

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

問
題
、
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
等
が
特
定
地
域
に
集
約
さ
れ
強
い
ら
れ
が
ち
で
あ
る
地
域
問
題
も
、
産
業
主
義
、
経
済
成
長
原
理
と
人

間
福
利
主
義
、
人
間
成
長
原
理
、
そ
れ
ら
の
相
克
、
転
換
、
統
合
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
と
し
て
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
国
際
的

に
は
、
南
北
問
題
、
難
民
問
題
、
戦
争
に
よ
る
生
活
破
壊
等
と
同
じ
脈
絡
に
位
置
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
側
面
も
多
い
。
そ
の
よ
う
に

考
え
る
と
急
激
な
構
造
変
動
過
程
の
も
と
で
イ
ン
ナ

l

シ
テ
ィ
的
な
問
題
状
況
は
特
定
の
先
進
社
会
、
特
定
の
大
都
市
の
内
部
地
区
、

の
よ
う
に
特
定
地
域
に
限
定
さ
れ
ず
に
ど
こ
に
で
も
起
り
得
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
し
、
変
動
状
況
に
お
け
る

人
々
の
価
値
形
成
や
規
範
形
成
を
め
ぐ
る
問
題
、

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
帰
結
を
も
引
き
お
こ
す
問
題
で
あ
る
。

こ
う
し
た
巨
視
的
な
展
望
に
立
ち
つ
つ
、
具
体
的
な
問
題
状
況
と
し
て
の
大
都
市
に
お
け
る
イ
ン
ナ

l

シ
テ
ィ
問
題
解
決
に
つ
い
て

の
課
題
設
定
が
試
み
ら
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
展
望
を
も
た
な
い
ま
ま
の
、
ま
た
問
題
発
生
条
件
の
源
泉
、
。
ハ

タ
ー
ン
、
結
果
等
に
つ
い
て
の
適
切
な
知
識
を
欠
い
た
ま
ま
の
、
目
標
設
定
や
組
織
化
の
た
め
の
戦
略
設
定
と
制
度
化
が
試
み
ら
れ
た

り
、
市
民
の
参
加
や
正
式
の
信
頼
さ
れ
る
合
意
形
成
を
経
な
い
ま
ま
の
権
力
行
使
や
権
力
集
中
化
の
試
み
は
、
戒
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。

一
般
論
と
し
て
問
題
解
決
を
め
ぐ
る
、
①
適
切
な
知
識
、
②
効
果
的
な
目
標
設
定
、
③
組
織
化
、
④
権
力
、
⑤
合
意
形
成
、



の
諸
要
因
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
定
の
、
具
体
的
な
問
題
状
況
・
地
域
の
も
と
で
ど
の
よ
う
に
相
互
に
関
連
づ
け
て
解
決
努
力
を
展
開
し

て
い
く
か
が
鍵
と
な
る
。
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要
約
と
課
題

以
上
本
論
で
は
「
大
都
市
構
造
の
変
化
と
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
」
と
題
し
て
、
歴
史
的
社
会
的
形
象
と
し
て
の
都
市
、
大
都

市
の
変
化
、
特
に
大
都
市
内
部
地
区
に
お
け
る
諸
変
化
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
、
都
市
生
活
や
都
市
生
活
環
境
を

見
直
し
、
ま
た
変
革
期
に
お
か
れ
た
現
代
の
わ
れ
わ
れ
の
人
間
生
活
の
あ
り
方
を
聞
い
直
す
作
業
を
進
め
て
き
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
で

は
都
市
問
題
、
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題
を
通
じ
て
大
都
市
生
活
を
再
検
討
し
て
い
く
基
本
的
視
座
、
基
本
的
な
分
析
方
法
を
明
示
し
た

に
す
ぎ
な
い
。

例
現
代
先
進
産
業
社
会
に
お
け
る
構
造
変
化
の
も
と
に
お
い
て
、
イ
ン
ナ
i

シ
テ
ィ
問
題
を
現
代
の
都
市
問
題
の
一
つ
の
典
型
と
し

て
と
ら
え
て
、
そ
れ
を
全
体
社
会
の
急
激
な
変
動
過
程
の
も
と
で
大
都
市
内
部
の
既
成
（
旧
）
市
街
地
の
あ
る
地
域
的
範
囲
に
お
い
て

地
域
住
民
が
生
活
変
動
を
強
い
ら
れ
生
活
破
壊
の
悪
循
環
的
な
構
造
化
が
進
み
、
そ
の
地
域
住
民
が
他
の
地
域
の
人
々
に
比
し
て
、
全

体
的
な

一
定
水
準
の
生
活
を
営
み
続
け
る
う
え
で
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。



付
イ
ン
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題
は
、
明
確
な
一
定
の
状
態
と
し
て
よ
り
も
、
変
動
過
程
に
お
け
る
一
連
の
社
会
過
程
と
し
て
把
握
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
変
動
過
程
に
お
け
る
一
つ
の
過
渡
的
な
問
題
・
障
害
と
し
て
し
り
ぞ
け
る
に
は
、
い
ま
だ
実
証
的
に
も
理
論

的
に
も
充
分
究
明
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
方
法
と
し
て
の
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
と
い
う
視
点
か
ら
イ

γ
ナ
l

シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
に
ど
の
よ
う
に
諸
変
化
が
起
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
手
懸
り
に
分
析
的
に
検
討
し
た
。
①
都
市
化
と
社
会
移

動
、
②
産
業
構
造
と
就
労
構
造
の
変
化
、
③
都
市
生
活
環
境
・
生
活
水
準
・
生
活
意
識
・
社
会
関
係
の
変
化
、
④
行
政
上
の
対
応
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
等
の
諸
領
域
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
地
区
で
従
来
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
変
化
が
起
り
つ
つ
あ
り
人
々
の

生
活
に
と
っ
て
問
題
状
況
を
つ
く
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
都
市
形
成
史
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
や
は

大都市構造の変化とインナーシティ・エリア（川合）

り
「
イ
ン
ナ
I

シ
テ
ィ
問
題
」
に
と
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

付
こ
こ
で
は
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
を
社
会
過
程
と
し
て
、
複
合
的
剥
奪
化
と
し
て
把
握
し
た
が
、
今
後
一
層
理
論
的
に
も
実
証
的

に
も
解
明
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
が
も
た
ら
す
政
治
的
帰
結
や
政
治
的
課
題
も
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
意
味
で
は
普
遍
的
課
題
を
め
ぐ
る
地
域
主
義
的
接
近
法
や
運
動
は
、
閉
鎖
的
な
排
他
主
義
に
陥
ら
な
い
限
り
、
地
域
に
根
ざ

し
た
接
近
や
実
践
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
原
点
た
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
身
近
な
生
活
変
動
や
地
域
生
活
変
化
等
を
通
じ
て

全
体
的
な
構
造
変
動
と
人
間
生
活
を
と
ら
え
直
す
視
座
や
方
法
が
模
索
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
こ
こ
に
も
あ
る
と
考

え
る
。イ

ン
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
を
め
ぐ
る
地
域
類
型
に
つ
い
て
も
更
に
明
確
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
都
心
地
区
と
内
部
地
区
と
で
は
様

相
は
異
な
る
し
、
内
部
地
区
、

イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
も
諸
変
化
に
応
じ
た
諸
類
型
設
定
が
試
み
ら
れ
る
だ
ろ

ぅ
。
本
論
で
も
そ
う
し
た
具
体
的
な
諸
類
型
設
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
し
、
今
後
そ
の
具
体
的
な
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
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仙
川
本
論
で
は
、
大
都
市
（
特
に
東
京
都
を
対
象
に
し
て
）
の
内
部
地
区
の
諸
変
化
を
基
本
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
を

踏
ま
え
て
今
後
は
内
部
地
区
の
い
く
つ
か
の
特
定
地
区
に
つ
い
て
、
他
の
調
査
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
究
成
果
を
も
参
照
し
つ
つ
、
よ
り
146 

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
に
事
例
的
に
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

一
九
八
0
年
度
に
試
み
た
東
京
都
中
央
区
月
島
地
区
で
の
「
社
会
移
動

と
社
会
関
係
」
に
つ
い
て
の
現
地
調
査
結
果
の
分
析
作
業
に
並
行
し
て
、
地
域
住
民
生
活
に
関
連
し
て
社
会
史
や
生
活
史
の
調
査
研
究

を
試
み
て
い
き
た
い
。

（1
）
統
計
行
政
に
お
け
る
地
域
区
分
の
認
識
や
方
法
も
こ
の
点
で
は
依
然
不
統
一
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
調
査
結
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
東
京
都
（
総
務
局
統
計

部
商
工
統
計
課
）
に
よ
る
『
東
京
の
工
業
工
業
統
計
調
査
報
告
』
、
東
京
都
（
同
局
同
部
経
済
統
計
課
）
『
事
業
所
統
計
調
査
報
告
』
、
東
京
都
（
同
局
阿
部
商
工
統
計

課
）
『
東
京
の
商
業l
商
業
統
計
調
査
報
告
』
に
お
い
で
す
ら
、
「
都
心
地
区
」
、
「
副
都
心
地
区
」
、
「
都
心
近
接
地
区
」
、
「
南
部
地
区
」
、
「
西
部
地
区
」
、
「
北
部
地
区
」
、

「
東
部
地
区
」
（
あ
る
い
は
「
城
東
地
区
」
、
「
城
南
地
区
」
、
「
城
東
外
周
地
区
」
、
「
城
北
地
区
」
、
「
城
西
地
区
」
）
等
で
各
々
が
地
域
区
分
の
仕
方
・
名
称
や
具
体
的
な

区
分
方
法
が
異
な
っ
て
お
り
全
く
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
内
部
地
区
の
諸
変
化
を
全
体
的
に
統
一
的
に
と
ら
え
て
い
く
う
え
で
極
め
て
不
都
合
で
あ
る
。
最
近
で
は

『
労
働
力
調
査
』
等
に
お
い
て
も
地
域
的
な
視
点
や
分
析
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
大
都
市
構
造
の
変
動
に
対
応
し
た
地
域
区
分
方
法

や
分
析
方
法
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
．


